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研
究
ノ
ー
ト

仏
教
教
団
で
は
ど
の
様
に
癒
し
を
行
っ
て
い
た
か

律
藏
経
典
群
か
ら
読
み
と
れ
る
疾
病
誌
に
つ
い
て

影

山

教

俊

（
現
代
宗
教
研
究
所
主
任
）

◆
プ
ロ
ロ
ー
グ

こ
の
数
年
、
天
台
大
師
の
身
体
観
に
つ
い
て
考
察
を
行
い
、
中
国
の
医
学
か
ら
イ
ン
ド
の
医
学
へ
と
、
そ
の
興
味
の
対
象
が
移
っ
て
ま

い
り
ま
し
た
。
そ
の
過
程
で
理
解
で
き
た
こ
と
は
、
天
台
大
師
は
陰
陽
五
行
説
に
支
え
ら
れ
た
中
国
医
学
の
文
化
圏
に
生
ま
れ
育
ち
、
そ

の
時
代
の
医
学
的
知
識
で
あ
っ
た
「
陰
陽
五
行
説
の
気
の
生
理
学
」
に
よ
っ
て
、
身
体
的
な
成
り
立
ち
や
病
因
論
を
理
解
し
、
そ
の
様
な

身
体
観
を
持
っ
て
実
践
し
て
い
た
。

そ
し
て
、
イ
ン
ド
か
ら
伝
来
し
た
仏
教
を
学
び
、
イ
ン
ド
仏
教
医
学
を
吸
収
す
る
こ
と
で
、
四
大
理
論
に
支
え
ら
れ
た
病
因
論
、
治
療

法
と
し
て
の
薬
効
食
を
理
解
し
、
四
大
理
論
に
支
え
ら
れ
た
身
体
観
を
取
り
入
れ
、
そ
れ
を
中
国
医
学
と
折
衷
す
る
形
で
、
僧
堂
に
お
け

る
信
行
生
活
の
実
際
の
指
導
や
、
臨
床
に
応
用
し
て
い
た
こ
と
が
理
解
で
き
た
。

と
く
に
天
台
大
師
の
中
国
医
学
の
知
識
は
、『
黄
帝
内
経
』（『
素
問
』『
霊
枢
』）
の
代
表
さ
れ
る
中
国
医
学
の
知
識
ば
か
り
で
は
な

く
、
葛
洪
や
陶
弘
景
に
代
表
さ
れ
る
道
教
系
の
医
学
的
知
識
に
及
び
、
さ
ら
に
は
四
大
の
病
因
論
に
支
え
ら
れ
た
イ
ン
ド
仏
教
の
医
学
的
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知
識
を
豊
富
に
持
ち
、
ま
た
天
台
大
師
の
文
献
に
見
ら
れ
る
イ
ン
ド
仏
教
医
学
の
知
識
は
、
中
国
に
お
い
て
初
期
の
訳
出
に
な
る
『
道
地

経
』『
仏
医
経
』
な
ど
に
見
ら
れ
る
医
学
的
知
識
の
他
に
、『
摩
訶
僧
祇
律
』
に
含
ま
れ
る
医
学
的
知
識
と
重
な
る
も
の
で
あ
る
と
理
解
で

き
た
。
＊
１

イ
ン
ド
仏
教
医
学
に
見
え
る
病
因
論
に
つ
い
て

一

イ
ン
ド
仏
教
の
医
方
明

さ
て
中
国
へ
と
イ
ン
ド
の
仏
教
医
学
の
現
状
を
最
初
に
報
告
し
た
の
は
、
七
世
紀
中
頃
に
ナ
ー
ラ
ン
ダ
僧
院
を
中
心
に
遊
学
し
て
い
た

玄
奘
三
蔵
で
あ
り
、『
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
』
十
巻
、『
大
唐
西
域
記
』
に
は
、
仏
教
大
学
と
し
て
の
ナ
ー
ラ
ン
ダ
僧
院
で
実
習
さ
れ
て

い
た
学
習
コ
ー
ス
の
重
要
な
も
の
と
し
て
、
声
明
（

）、
工
巧
明
（

）、
医
方
明
（

）、
因
明
（

）、
内
明
（

）
の
五
明
の
伝
統
的
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
学
生
た
ち
は
こ

の
五
明
を
三
蔵
十
二
部
教
の
経
典
群
と
共
に
そ
れ
を
七
歳
か
ら
学
び
、
さ
ら
に
こ
の
医
方
明
に
つ
い
て
魔
除
け
の
呪
文
、
医
薬
品
、
石
や

針
や
お
灸
な
ど
の
医
療
技
術
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
同
様
に
ナ
ー
ラ
ン
ダ
僧
院
の
七
世
紀
後
半
の
生
活
を
伝
え
る
唐
代
の
訳
経
三
蔵
僧
義
浄
の
『
南
海
寄
帰
内
法
伝
』
に
は
、
当
時
の

ナ
ー
ラ
ン
ダ
僧
院
で
は
、
医
方
明
の
診
療
科
目
と
し
て
「
一
に
は
所
有
る
諸
瘡
を
論
ず
、
二
に
は
首
疾
を
針
刺
す
を
論
ず
、
三
に
は
身
の

患
を
論
ず
、
四
に
は
鬼
瘴
を
論
ず
、
五
に
は
悪
掲
陀
（

、
毒
）
を
論
ず
、
六
に
は
童
子
の
病
を
論
ず
、
七
に
は
長
年
の
方
を
論

ず
、
八
に
は
身
力
を
足
す
を
論
ず
。」
の
八
つ
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
現
行
の
『
チ
ャ
ラ
カ
・
サ
ン
ヒ
タ
ー
』
で
は
第
一
巻
三
十

章
「
心
臓
に
根
を
も
つ
十
の
大
脈
管
に
関
す
る
章
」
に
、『
ス
シ
ュ
ル
タ
・
サ
ン
ヒ
タ
ー
』
で
は
総
説
篇
第
一
章
「
聖
者
ダ
ン
ヴ
ァ
ン
タ
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リ
の
ス
シ
ュ
ル
タ
に
談
ぜ
ら
れ
し
ま
ま
の
吠
陀
の
起
源
の
章
」
に
同
様
の
科
目
が
示
さ
れ
て
い
る
。
＊
２

そ
れ
ら
を
比
較
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

○
『
チ
ャ
ラ
カ
・
サ
ン
ヒ
タ
ー
』

『
ス
シ
ュ
ル
タ
・
サ
ン
ヒ
タ
ー
』

○
『
南
海
寄
帰
内
法
伝
』

一
、
腫
瘍
、
膿
瘍
な
ど
の
治
療
法
（
一
般
外
科
学
、

）

一
に
は
所
有
る
諸
瘡
を
論
ず

二
、
眼
科
や
耳
鼻
科
の
治
療
法

（
特
殊
外
科
学
、

）

二
に
は
首
疾
を
針
刺
す
を
論
ず

三
、
内
科
全
般
の
治
療
法

（
身
体
療
法
、

）

三
に
は
身
の
患
を
論
ず

四
、
精
神
病
治
療

（
鬼
神
学
、

）

四
に
は
鬼
瘴
を
論
ず

六
、
解
毒
剤
の
投
薬
療
法

（
毒
物
学
、

）

五
に
は
悪
掲
陀
を
論
ず

五
、
小
児
病
治
療

（
小
兒
科
学
、

）

六
に
は
童
子
の
病
を
論
ず

七
、
長
生
薬
論

（
不
老
長
生
学
、

）
七
に
は
長
年
の
方
を
論
ず

八
、
精
力
増
強
法

（
強
精
学
、

）

八
に
は
身
力
を
足
す
を
論
ず

そ
し
て
ま
た
、
そ
の
中
に
は
病
因
論
と
具
体
的
な
臨
床
が
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
当
時
の
病
因
論
と
し
て
「
四
大
の
不
調
に
は
、
一

に
窶

（

、
地
大
）、
二
に
は
燮
跛
（

、
水
大
）、
三
に
は
畢

（

、
火
大
）、
四
に
は
婆

（

、
風
大
）
が
あ

り
、
一
は
地
大
が
増
大
し
て
身
体
が
肥
る
地
大
病
、
二
に
は
水
大
が
積
も
っ
て
下
痢
を
し
た
り
浮
腫
ん
だ
り
す
る
水
大
病
、
三
に
は
火
大

が
盛
ん
に
な
り
発
熱
や
頭
痛
、
ま
た
心
臓
循
環
器
系
の
火
大
病
、
四
に
は
風
大
が
動
い
て
呼
吸
器
系
の
病
気
や
、
身
体
の
各
部
が
痛
む
な

ど
の
風
大
病
が
あ
り
、
こ
れ
ら
は
中
国
で
は
沈
重
、
痰

、
熱
黄
、
気
発
と
呼
ば
れ
る
病
気
で
あ
る
。」
と
い
い
、
さ
ら
に
そ
の
臨
床
に

触
れ
て
「
一
般
的
に
臨
床
の
現
場
で
は
、
四
大
に
地
大
を
加
え
な
い
、
水
大
・
火
大
・
風
大
の
病
因
論
の
応
用
が
行
わ
れ
、
病
気
の
種
類

も
気
発
・
熱
黄
・
沈
重
の
三
種
に
し
、
地
大
の
沈
重
（
身
体
の
意
味
）
は
水
大
の
痰

と
同
様
に
考
え
、
別
に
地
大
を
数
え
な
い
。」
と

示
し
て
い
る
。
＊
３
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ま
た
、
そ
の
当
時
の
医
方
明
の
テ
キ
ス
ト
に
触
れ
て
「
斯
の
八
術
は
先
に
八
部
と
為
す
。
近
日
人
有
り
て
略
し
て
一
夾
と
為
す
。」
と

い
い
、
そ
の
医
方
明
の
テ
キ
ス
ト
が
古
典
的
な
医
学
書
を
整
理
し
て
一
冊
に
し
た
新
た
な
テ
キ
ス
ト
で
あ
っ
た
こ
と
が
示
さ
れ
お
り
ま

す
。
近
年
こ
の
『
南
海
寄
帰
内
法
伝
』
の
「
略
し
て
一
夾
と
為
す
。」
と
示
さ
れ
た
テ
キ
ス
ト
が
、
バ
ー
グ
バ
タ
（

）
の
『
八

科
精
髄
集
』
＊
４
で
あ
り
、
そ
れ
は
ほ
ぼ
七
世
紀
に
成
立
し
、
先
行
す
る
イ
ン
ド
の
二
大
古
典
医
学
書
で
あ
る
『
チ
ャ
ラ
カ
・
サ
ン
ヒ
タ
ー
』

（

、
五
世
紀
頃
成
立
）
と
、『
ス
シ
ュ
ル
タ
・
サ
ン
ヒ
タ
ー
』（

、
三

四
世
紀
頃
成
立
）
に
含
ま

れ
る
医
学
的
知
識
を
集
大
成
し
た
文
献
で
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

二

疾
病
誌
と
し
て
の
律
蔵
経
典
群

そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
初
期
仏
教
教
団
の
疾
病
誌
は
、「
耆
婆
（
ジ
ー
バ
カ
、

）
が
良
薬
」
と
い
わ
れ
る
よ
う

に
現
存
す
る
律
藏
経
典
の
、
と
く
に
そ
の
毘
奈
耶
薬
事
（

）
に
相
応
す
る
部
分
に
病
気
の
治
療
に
関
わ
る
記
述
の
多
く
見

ら
れ
る
こ
と
は
知
ら
れ
て
お
り
、
近
年
イ
ン
ド
医
学
の
ア
ー
ユ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ
（

）
研
究
が
進
み
、
こ
の
律
藏
群
の
毘
奈
耶
薬

事
に
記
述
さ
れ
る
医
学
的
知
識
や
、
ま
た
そ
れ
の
知
識
が
初
期
の
イ
ン
ド
仏
教
僧
院
の
医
療
施
設
で
臨
床
的
に
応
用
さ
れ
蓄
積
さ
れ
て
、

イ
ン
ド
の
二
大
古
典
医
学
書
で
あ
る
『
チ
ャ
ラ
カ
・
サ
ン
ヒ
タ
ー
』
や
『
ス
シ
ュ
ル
タ
・
サ
ン
ヒ
タ
ー
』
へ
と
発
展
し
た
こ
と
が
指
摘
さ

れ
て
い
る
。

そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
イ
ン
ド
医
学
の
源
泉
と
な
っ
た
と
い
わ
れ
る
律
藏
経
典
群
に
は
、

大
衆
部
の
『
摩
訶
僧
祇
律
』
巻
二
十
八

（
東
晋
天
竺
三
蔵
仏
陀
跋
羅
、
法
賢
共
訳
、
四
一
六
年

四
一
八
年
）

説
一
切
有
部
の
『
十
誦
律
』
巻
二
十
六
「
医
薬
法
」

（
後
秦
北
天
竺
三
蔵
弗
若
多
羅
、
羅
什
共
訳
、
四
〇
四
年

四
〇
九
年
）
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曇
無
徳
部
の
『
四
分
律
』
巻
四
十
二

四
十
三
「
薬

度
」

（
後
秦
北
天
竺
三
蔵
仏
陀
耶
舍
、
竺
仏
念
共
訳
、
四
一
〇
年

四
一
二
年
）

沙
弥
塞
部
の
『
五
分
律
』
巻
二
十
二
「
薬
法
」

（
宋

賓
三
蔵
佛
陀
什
、
竺
道
生
共
訳
、
四
一
八
年

四
二
三
年
）

『
根
本
説
一
切
有
部
毘
奈
耶
薬
事
』

（
唐
三
蔵
義
浄
訳
、
六
九
五
年

七
一
三
年
）

南
方
上
座
部
の
ヴ
ィ
ナ
ヤ
に
含
ま
れ
る
『
南
伝
大
蔵
経
』「
大
品
」（

）
第
六
章

の
六
編
が
上
げ
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
イ
ン
ド
の
疾
病
誌
か
ら
見
れ
ば
、
仏
教
教
団
の
医
療
は
、
成
文
化
さ
れ
た
医
学
説
と
し
て
は
現
存
す
る
も
の
で
は
最
も
古

い
も
の
で
あ
り
、
仏
教
教
団
が
律
蔵
経
典
群
に
残
し
た
病
ん
だ
僧
侶
の
病
歴
や
、
許
可
さ
れ
た
薬
（
薬
効
食
）
に
よ
る
治
療
方
法
な
ど
に

は
、
そ
の
時
代
の
医
療
に
関
す
る
様
々
な
疾
病
誌
の
記
述
が
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
見
ら
れ
る
も
の
は
、
西
暦
前
後
の
初
期
仏
教
教
団

で
行
わ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
医
療
事
実
の
ま
ぎ
れ
も
な
い
記
録
で
あ
り
、
そ
の
疾
病
の
種
類
は
極
め
て
身
近
な
も
の
で
、
初
期
僧
伽
の
遊

行
僧
た
ち
が
日
常
生
活
の
中
で
罹
っ
た
も
の
で
あ
る
と
理
解
で
き
る
。

そ
し
て
、
こ
の
仏
教
教
団
の
医
療
は
、
と
く
に
そ
の
病
気
の
治
療
に
関
す
る
部
分
に
は
、
病
人
の
世
話
に
つ
い
て
、
仏
陀
が
比
丘
・
比

丘
尼
に
そ
の
症
例
別
の
指
示
を
与
え
る
形
が
取
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
先
の
耆
婆
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
職
業
的
な
治
療
師
も
僧
伽
の
中
で
病
者
へ
の
癒
し
を
行
っ
て
お
り
、
そ
の
事
実
は
古
代
イ
ン
ド

の
治
療
者
た
ち
と
仏
教
教
団
の
密
接
な
関
係
を
示
し
て
い
る
と
い
え
る
。

ま
ず
こ
こ
で
先
に
述
べ
た
よ
う
に
律
藏
経
典
群
か
ら
共
通
す
る
医
学
的
知
識
を
抽
出
し
、
＊
５
そ
れ
を
イ
ン
ド
の
二
大
医
学
書
で
あ
る

『
チ
ャ
ラ
カ
・
サ
ン
ヒ
タ
ー
』『
ス
シ
ュ
ル
タ
・
サ
ン
ヒ
タ
ー
』
と
比
較
し
、
そ
の
医
学
的
知
識
と
、
そ
の
癒
し
の
実
際
を
理
解
し
て
行
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き
た
い
。三

四
大
（
三
大
）
に
よ
る
病
因
論
に
つ
い
て

（
一
）
漢
訳
文
献
に
見
ら
れ
る
病
因
論

○
『
摩
訶
僧
祇
律
』
＊
６

「
耆
波
夜
提
法
を
明
す
の
三
」

「
病
」
と
は
、
四
百
四
病
あ
り
。
風
病
に
百
一
あ
り
、
火
病
に
百
一
あ
り
、
水
病
に
百
一
あ
り
、
雑
病
に
百
一
あ
り
。
若
し
風
病
に
は
当

に
油
・
脂
を
用
い
て
治
す
べ
く
、
熱
病
に
は
当
に
酥
を
用
い
て
治
す
べ
く
、
水
病
に
は
当
に
蜜
を
用
い
て
治
す
べ
く
、
雑
病
に
は
当
に
尽

く
上
の
三
種
薬
を
用
い
て
治
す
べ
し
。

○
『
十
誦
律
律
』
＊
７

「
四
波
羅
夷
法
を
明
す
の
二
」

病
者
と
は
、
四
大
増
減
し
諸
の
苦
悩
を
受
け
る
な
り
、
比
丘
是
の
人
に
語
り
て
言
は
く
、
汝
云
う
何
ん
が
久
し
く
是
の
苦
悩
を
忍
ぶ
や
、

何
ん
ぞ
自
ら
命
を
奪
は
ざ
る
と
、
是
に
因
っ
て
死
す
れ
ば
比
丘
波
羅
夷
を
得
、
若
し
死
せ
ざ
れ
ば
偸
蘭
遮
な
り
、
若
し
是
の
病
人
是
の
念

を
作
す
、
我
れ
何
ん
の
縁
に
て
是
の
比
丘
の
語
を
受
け
て
自
ら
命
を
奪
わ
ん
と
よ
、
因
っ
て
死
せ
ざ
れ
ば
偸
蘭
遮
な
り
、
若
し
比
丘
心
に

悔
い
我
れ
是
な
ら
ず
、
何
を
以
て
此
の
病
人
に
自
ら
殺
さ
ん
こ
と
を
教
へ
し
や
と
、
還
り
往
い
て
語
っ
て
言
は
く
、
汝
等
病
人
、
或
い
は

良
薬
、
善
看
病
人
、
随
病
の
飲
食
を
得
れ
ば
病
差
ゆ
る
を
得
る
べ
し
。

○
『
四
分
律
』
＊
８

此
の
身
色
は
四
大
合
成
し
、
彼
の
身
色
は
化
有
な
り
、
此
の
四
大
身
色
異
る
、
彼
の
化
身
の
四
大
色
異
な
り
、
此
の
四
大
身
色
中
よ
り
、

心
を
起
し
て
化
作
し
、
彼
の
身
の
諸
根
肢
節
具
足
す
る
。
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○
『
根
本
説
一
切
有
部
毘
奈
耶
薬
事
』
＊
９

「
強
悩
觸
他
学
処
第
十
七
」

「
諸
有
病
者
は
應
に
須
ら
く
胆
侍
す
ず
し
」
と
世
尊
は
説
き
た
ま
え
る
が
如
く
に
、
寺
中
の
所
有
耆
老
芯
芻
は
皆
来
た
り
て
疾
を
問
へ

り
。
問
い
て
言
は
く
「
四
大
如
何
ぞ
や
」。
答
え
て
曰
わ
く
、「
困
窮
せ
り
」。

◇
こ
れ
ら
を
要
約
す
る
と

『
摩
訶
僧
祇
律
』
に
は
、「
病
に
は
四
大
に
相
応
し
そ
れ
ぞ
れ
に
百
一
の
病
が
あ
り
、
全
体
で
四
百
四
病
が
あ
る
。」
と
い
う
。
さ
ら
に

「
風
病
は
油
・
脂
、
熱
病
は
酥
、
水
病
は
蜜
、
雑
病
は
油
・
脂
、
酥
、
蜜
な
ど
の
三
種
薬
を
用
い
る
。」
な
ど
の
具
体
的
な
治
療
法
ま
で

が
記
述
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
『
十
誦
律
』
に
は
、「
病
者
は
四
大
が
増
減
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
苦
悩
を
受
け
、
病
人
は
良
薬
と
、
善
い
看
病
と
、
病
気
に
応
じ

た
（
随
病
）
飲
食
に
よ
っ
て
癒
え
る
。」
と
い
い
、『
四
分
律
』
と
『
根
本
説
一
切
有
部
毘
奈
耶
薬
事
』
に
は
、「
病
気
は
四
大
に
よ
る
こ

と
」
の
み
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。

以
上
の
病
因
論
と
し
て
、
お
お
よ
そ
地
大
・
水
大
・
火
大
・
風
大
の
四
大
に
よ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

（
二
）『
南
伝
大
蔵
経
』
に
見
ら
れ
る
病
因
論

『
南
伝
大
蔵
経
』「
大
品
」
＊

五

シ
ー
ヴ
ァ
カ
よ
、
粘
液
よ
り
生
ず
る
或
感
受
の
こ
こ
に
起
こ
る
こ
と
あ
り

六

シ
ー
ヴ
ァ
カ
よ
、
風
よ
り
生
ず
る
或
感
受
の
こ
こ
に
起
こ
る
こ
と
あ
り

七

ジ
ー
ヴ
ァ
カ
よ
、（
胆
汁
な
ど
三
つ
の
）
聚
和
よ
り
生
ず
る
或
感
受
の
こ
こ
に
起
こ
る
こ
と
あ
り

八

ジ
ー
ヴ
ァ
カ
よ
、
時
候
の
変
化
よ
り
生
ず
る
或
感
受
の
こ
こ
に
生
ず
る
こ
と
あ
り
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九

ジ
ー
ヴ
ァ
カ
よ
、
逆
運
の
逢
う
こ
と
に
よ
り
生
ず
る
或
感
受
の
こ
こ
に
生
ず
る
こ
と
あ
り

十

ジ
ー
ヴ
ァ
カ
よ
、
痙
攣
性
の
或
感
受
の
こ
こ
に
生
ず
る
こ
と
あ
り

一
一

ジ
ー
ヴ
ァ
カ
よ
、
業
異
熟
性
の
或
感
受
の
こ
こ
に
生
ず
る
こ
と
あ
り

（
中
略
）

一
三

胆
汁
、
粘
液
、
風
と
（
三
種
の
）
聚
和
と
、
時
候
と
、
逆
運
、
痙
攣
、
業
異
熟
に
よ
り
て
第
八
な
り
と
。

◇
こ
れ
を
要
約
す
る
と

『
南
伝
大
蔵
経
』「
大
品
」
で
は
、
と
く
に
漢
訳
文
献
で
は
具
体
的
な
記
述
の
見
ら
れ
な
か
っ
た
仏
陀
の
病
気
の
原
因
に
関
す
る
八
つ
の

原
因
（
八
因
）
が
挙
げ
ら
れ
、
次
の
よ
う
に
四
つ
の
内
因
と
四
つ
の
外
因
に
分
類
で
き
る
。

四
つ
の
中
心
的
病
因

内
因

ピ
ッ
タ
（

）

火
大

胆
汁
素

カ
パ
（

）

水
大

粘
液
素

ヴ
ァ
ー
タ
（

）

風
大

体
風
素

三
つ
の
組
合
せ
（
聚
和
、

）

地
大

等
分

他
の
四
つ
の
外
因

時
候
（
季
節
、

）

異
常
な
行
動
に
よ
る
ス
ト
レ
ス
（
逆
運
、

）

外
因
性
の
事
故
（
痙
攣
、

）

過
去
の
行
為
の
結
果
（
業
、

）
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（
三
）
古
典
医
学
書
に
見
ら
れ
る
病
因
論

イ
ン
ド
の
二
大
古
典
医
学
書
の
『
チ
ャ
ラ
カ
・
サ
ン
ヒ
タ
ー
』『
ス
シ
ュ
ル
タ
・
サ
ン
ヒ
タ
ー
』
の
両
書
に
は
、
こ
の
よ
う
な
八
因
に

つ
い
て
次
の
よ
う
に
見
え
て
い
る
。

○
『
チ
ャ
ラ
カ
・
サ
ン
ヒ
タ
ー
』
第
二
〇
章
「
病
気
の﹇
大
分
類
に
つ
い
て
の
﹈大
き
い
章
」

「
ヴ
ァ
ー
タ
、
ピ
ッ
タ
、
カ
パ
が
身
体
的
な
病
素
の
す
べ
て
で
あ
る
。」

「
病
気
に
は
四
種
類
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
外
因
性
の
病
気
と
、
ヴ
ァ
ー
タ
、
ピ
ッ
タ
、
カ
パ
を
原
因
と
す
る
（
三
種
の
内
因
性
の
病

気
）
で
あ
る
。」
＊

○
『
ス
シ
ュ
ル
タ
・
サ
ン
ヒ
タ
ー
』
第
一
篇
総
説
篇
第
一
章
「
聖
者
ダ
ン
ヴ
ァ
ン
タ
リ
の
ス
シ
ュ
ル
タ
に
談
ら
れ
し
ま
ま
の
吠
陀
の
起

源
の
章
」

「
人
間
（

）
は
特
殊
な
疾
病
の
容
器
で
あ
る
。
人
間
に
悩
み
や
痛
み
の
源
を
な
す
も
の
は
疾
病
と
称
さ
れ
る
。
疾
病
に
は
四

種
、
す
な
わ
ち
、
外
因
性
（
偶
発
的
、

）、
身
体
的
（

）、
精
神
的
（

）
と
、
自
然
的
（

）
で
あ
る
。

（
中
略
）
精
神
と
肉
体
と
は
、
上
述
の
不
調
違
和
の
座
で
あ
っ
て
、
そ
の
両
者
は
個
々
に
働
き
、
ま
た
は
一
緒
に
働
く
。

そ
し
て
、
浄
化
（

）
と
疾
病
を
起
す
体
液
失
調
の
鎮
静
（

）
お
よ
び
餌
食
と
行
為
の
摂
生
は
、
疾
病

を
克
服
す
る
た
め
に
適
当
に
用
い
ら
れ
な
け
れ
ね
ば
な
ら
な
い
四
要
素
で
あ
る
。」
＊

「
然
る
に
苦
を
与
え
る
も
の
を
病
と
称
す
る
。
病
に
は
偶
発
的
、
身
体
的
、
精
神
的
、
及
び
自
然
的
の
四
類
あ
り
。
こ
の
中
の
偶
発
的

と
は
、
外
傷
に
よ
っ
て
起
る
病
な
り
。
身
体
的
と
は
、
飲
食
物
よ
り
起
り
、
或
は
体
風
素
（

）、
胆
汁
素
（

）、
粘
液
素
（

）、

及
び
血
液
の
熟
れ
が
、
一
、
二
、
三
、
若
し
く
は
総
て
が
異
常
的
変
化
を
来
し
、
そ
の
均
衡
を
失
っ
た
た
め
に
起
る
病
な
り
。」
＊

（
四
）
病
因
論
の
総
括
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以
上
を
総
合
的
に
理
解
す
る
と
、
古
典
医
学
書
の
三
大
に
よ
る
病
因
論
は
、
律
藏
経
典
群
の
四
大
に
よ
る
病
因
論
よ
り
か
な
り
医
学
的

に
進
歩
し
て
い
る
が
、『
南
伝
大
蔵
経
』「
大
品
」
に
見
ら
れ
た
病
気
に
関
す
る
八
つ
の
原
因
、
内
因
の
四
つ
の
四
大
（
火
大

ピ
ッ
タ
、

水
大

カ
パ
、
風
大

ヴ
ァ
ー
タ
、
地
大

三
つ
の
組
合
せ
）
と
、
外
因
の
四
つ
外
因
性
（
偶
発
的

、
身
体
的

、
精

神
的

、
自
然
的

）
な
ど
が
具
体
的
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

漢
訳
文
献
に
見
ら
れ
る
医
療
は
古
典
医
学
に
見
ら
れ
る
病
因
論
よ
り
は
未
熟
で
は
あ
っ
て
も
、
こ
の
よ
う
な
病
因
論
に
近
い
も
の
を
通

じ
て
病
気
と
い
う
も
の
、
身
体
的
な
在
り
方
を
見
て
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

◇
そ
れ
ら
を
要
約
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

○
漢
訳
文
献

病
因
論
に
は
四
大
と
し
て
の
四
因

病
気
の
種
類
に
は
一
因
に
百
一
、
全
体
で
四
百
四
病

治
療
法
に
風
病
は
油
・
脂
、
熱
病
は
酥
、
水
病
は
蜜
、
雑
病
は
油
・
脂
、
酥
、
蜜
な
ど
の
三
種
薬

○
『
南
伝
大
蔵
経
』

病
因
論
に
は
八
つ
の
原
因
（
八
因
）

四
つ
の
内
因
と
四
つ
の
外
因

内
因

四
つ
の
中
心
的
病
因

ピ
ッ
タ
（

）

火
大

胆
汁
素

カ
パ
（

）

水
大

粘
液
素

ヴ
ァ
ー
タ
（

）

風
大

体
風
素

三
つ
の
組
合
せ
（
聚
和
、

）

地
大

等
分

外
因

他
の
四
つ
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時
候
（

）（
季
節
、

）

異
常
な
行
動
に
よ
る
ス
ト
レ
ス
（
逆
運
、

）

外
因
性
の
事
故
（
痙
攣
、

）

過
去
の
行
為
の
結
果
（
業
、

）

○
古
典
医
学
書

『
チ
ャ
ラ
カ
・
サ
ン
ヒ
タ
ー
』

病
因
論
に
は
四
因
（
外
因
性
の
病
気
と
三
種
の
内
因
性
の
病
気
）

外
因
性
の
病
気

ヴ
ァ
ー
タ
の
増
悪

ピ
ッ
タ
の
増
悪

カ
パ
の
増
悪

と
く
に
三
種
の
内
因
性
の
病
気
が
中
心
で
あ
る
。

『
ス
シ
ュ
ル
タ
・
サ
ン
ヒ
タ
ー
』

病
因
論
に
は
四
因

外
因
性
（

）（
偶
発
的
、

）

身
体
的
（

）

精
神
的
（

）

自
然
的
（

）

と
く
に
身
体
的
要
因
に
中
心
が
あ
り
、
飲
食
物
よ
り
起
り
、
ま
た
体
風
素
（

）、
胆
汁
素
（

）、
粘
液
素
（

）
の
増



─ ─

悪
、
三
つ
の
要
素
（

）
の
増
悪
に
よ
り
起
る
。

治
療
法
に
は
四
つ
の
要
素

浄
化
（

）

増
悪
し
た
体
液
要
素
（

）
の
鎮
静
（

）

食
事
の
調
整

以
上
の
よ
う
に
漢
訳
文
献
と
、『
南
伝
大
蔵
経
』
と
、
古
典
医
学
の
病
因
論
を
並
べ
る
と
、『
南
伝
大
蔵
経
』、
古
典
医
学
書
は
、
明
ら

か
に
漢
訳
文
献
の
四
大
に
よ
る
病
因
論
か
ら
、
ヴ
ァ
ー
タ
（

、
風
大
）、
ピ
ッ
タ
（

、
火
大
）、
カ
パ
（

、
水
大
）
の
三

要
素
（

）
の
病
因
論
へ
と
整
理
さ
れ
、
内
因
の
四
つ
、
外
因
の
四
つ
と
体
系
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
。

ま
た
『
南
伝
大
蔵
経
』
に
は
漢
訳
文
献
と
古
典
医
学
書
に
は
見
ら
れ
な
い
病
因
と
し
て
、
四
つ
の
外
因
の
一
つ
に
「
過
去
の
行
為
の
結

果
」
の
業
（

）
を
挙
げ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。

イ
ン
ド
仏
教
医
学
に
見
ら
れ
る
具
体
的
な
治
療
法
に
つ
い
て

一

皮
膚
病
に
つ
い
て

こ
れ
は
病
気
に
関
す
る
理
論
的
な
記
述
で
あ
る
が
、
実
際
の
臨
床
面
で
は
具
体
的
に
ど
の
様
な
医
療
が
行
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う

か
。
ま
ず
は
上
述
し
た
四
大
（
三
大
）
に
よ
る
病
因
論
を
前
提
に
し
な
が
ら
、
教
団
の
中
で
は
ど
の
様
な
癒
し
が
行
わ
れ
て
い
た
の
か
を

理
解
す
る
た
め
に
、
漢
訳
文
献
か
ら
各
律
部
に
共
通
す
る
具
体
的
な
治
療
に
関
す
る
例
を
挙
げ
、
そ
れ
を
『
南
伝
大
蔵
経
』、
古
典
医
学

書
と
比
較
し
な
が
ら
理
解
し
て
行
き
た
い
。
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（
一
）
漢
訳
文
献
に
見
え
る
皮
膚
病

○
『
摩
訶
僧
祇
律
』
＊

「
雑
誦
跋
渠
法
を
明
す
の
九
」

復
次
に
仏
、
王
舎
城
に
住
し
た
ま
ひ
き
。．
如
来
は
五
事
の
利
益
を
以
て
の
故
に
、
五
日
に
一
た
び
諸
比
丘
も
房
を
行
り
た
ま
ふ
に
、

比
丘
の
癬
病
を
見
て
仏
知
り
て
故
に
比
丘
に
問
ひ
た
ま
は
く
、「
汝
、
調
適
に
し
て
安
楽
住
せ
り
や
不
や
。」
答
へ
て
言
さ
く
、「
世
尊
、

我
れ
癬

を
病
め
り
、
香
屑
末
を
得
て
洗
浴
せ
ん
に
は
便
ち
差
え
ん
も
、
世
尊
の
制
戒
、
香
屑
を
用
ふ
る
を
得
ざ
れ
ば
、
是
故
に
苦
住
せ

り
。」
仏
言
は
く
、「
今
日
よ
り
病
比
丘
に
は
香
屑
を
用
ふ
る
を
聴
さ
ん
」
と
。
香
硝
と
は
、
於
尸
屑
・
馬
耳
屑
・
七
色
屑
・
栴
檀
屑
・
倶

多
屑
（
倶
必
多
、
火
大
）
菴
抜
羅
屑
・
閻
浮
尸
利
屑
・
阿
淳
屑
・
迦
比
羅
屑
（
赤
色﹇

﹈の
硝
）
に
し
て
、
是
の
如
き
比
の
一
切

は
聴
さ
ず
。
若
し
比
丘
、
癬

を
病
ま
ん
に
、
屑
末
を
須
い
て
塗
浴
し
て
差
え
ん
に
は
、
用
ふ
る
を
得
て
無
罪
な
り
。
迦
羅
屑
・
摩
沙

屑
・
摩
痩
羅
屑
・
沙

屑
・
塗
土
を
用
ふ
る
を
聴
す
。
是
を
「
末
屑
法
」
と
名
く
。

○
『
十
誦
律
』
＊

「
七
法
中
医
薬
法
第
六
」

（
四
）仏
毘
耶
離
国
に
在
し
て
住
し
た
ま
い
ひ
き
、
是
の
地

湿
に
し
て
諸
比
丘
、
疥
（
ひ
ぜ
ん
・

）
を
病
め

り
、
膿
血
流
れ
て
安
陀
会
を
汚
ご
し
水
に
漬
か
る
が
如
し
、
仏
知
つ
て
故
ら
に
問
ひ
た
ま
へ
り
、
諸
比
丘
に
問
ふ
、
何
を
以
つ
て
安
陀
会

を
汚
し
水
に
漬
る
が
如
き
や
と
、
諸
比
丘
言
さ
く
、
世
尊
我
癰
曹
疥
を
病
み
膿
血
流
れ
出
で
安
陀
会
を
汚
せ
り
と
、
仏
言
は
く
、「
今
日

よ
り
諸
の
疥
を
病
む
比
丘
苦
薬
」
を
用
つ
て
塗
る
を
聴
す
と
、
長
老
優
波
利
仏
に
問
へ
り
、
何
等
か
苦
薬
な
る
、
仏
言
は
く
、
拘
頼
闍

樹
、
拘
波
羅
樹
、
拘
真
利
他
樹
、
師
羅
樹
、
波
伽
羅
樹
、
波
尼
無
祇
倫
陀
樹
な
り
と
、
諸
比
丘
擣
磨
を
暁
め
ず
仏
言
は
く
、
石
磨
を
聴
す

と
。
石
磨
薬
地
に
堕
ち
た
り
、
仏
言
は
く
、
石
臼
杵
も
て
擣
く
を
聴
す
と
、
諸
比
丘
手
を
壊
す
、
仏
言
は
く
目
杵
を
作
る
を
を
聴
す
と
、

木
杵
を
作
る
に
作
る
を
暁
め
ず
捉
処
の
手
上
下
に
脱
す
、
仏
言
は
く
中
央
を
細
く
せ
し
む
。
擣
く
所
の
薬
麁
な
り
、
仏
言
は
く
応

も
て
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細
な
ら
し
め
、
油
を
以
つ
て
瘡
に
塗
り
薬
を
以
つ
て
上
に

す
べ
し
と
。

○
『
四
分
律
』

「
薬

度
の
一
」
＊

爾
の
時
病
比
丘
、
麁
末
薬
を
以
て
実
を
洗
ひ
痛
み
を
患
ふ
。
仏
言
は
く
、「
細
末
、
若
し
は
細
泥
、
若
し
は
葉
、
若
し
は
華
、
若
し
は

果
よ
り
取
り
、
病
者
を
し
て
楽
を
得
し
む
る
る
こ
と
を
聴
す
」
と
。
是
の
中
の
病
者
と
は
、
若
し
は
体
に
瘡
、
若
し
は
癬
、
若
し
は

、
若
し
は
疥
癩
、
乃
至
身
臭
な
り
。

「
薬

度
の
二
」
＊

時
に
比
丘
あ
り
瘡
を
患
ふ
。
医
塗
瘡
薬
を
作
ら
し
む
。
仏
言
は
く
、「
作
る
こ
と
を
聴
す
」
と
。
彼
れ
瘡
熟
す
、
応
さ
に
刀
を
以
て
破

り
て
薬
を
著
く
べ
し
。「
自
今
已
去
、
刀
を
以
て
瘡
を
破
る
こ
と
を
聴
す
。
瘡
を
患
ひ
て
臭
け
れ
ば
応
さ
に
洗
う
べ
し
。
若
し
根
湯
、
茎

葉
羊
果
湯
及
び
小
便
を
以
て
洗
へ
。
洗
ふ
時
手
を
以
て
洗
ひ
痛
み
を
患
ふ
れ
ば
鳥
毛
を
以
て
洗
へ
。
若
し
薬
汁
を
流
し
棄
つ
る
に
は
、
物

を
以
て
四
辺
を
擁
障
せ
よ
。
若
し
燥
を
患
ふ
れ
ば
、
油
を
以
て
塗
れ
、
若
し
上
り
棄
つ
る
に
は
、
物
を
以
て
覆
へ
。
若
し
瘡
臭
け
れ
ば
香

を
塗
れ
」
と
。

○
『
根
本
説
一
切
有
部
毘
奈
耶
薬
事
』
＊

「
四
種
薬
法
」

縁
所
は
前
に
同
じ
。（
縁
は
王
舎
城
に
在
り
き
。
時
に
具
壽
畢
隣
陀
婆
瑳
﹇

、
雑
薬

聴
許
﹈
は
・
・
・
）
時
に

芻
あ

り
身
瘡
疥
を
患
ひ
け
れ
ば
医
人
処
に
詣
り
て
問
う
て
曰
く
、「
賢
首
、
我
れ
瘡
疥
を
患
へ
り
、
我
が
為
に
処
方
せ
よ
」。
医
人
報
じ
て
曰
く

「
聖
者
、
宜
し
く
渋
薬
を
服
す
べ
し
、
当
に
病
差
ゆ
る
を
得
べ
し
」。

芻
答
へ
て
曰
く
、「
賢
首
、
我
は
是
れ
耽
欲
の
人
な
る
べ
け
ん

や
」。
医
人
報
じ
て
曰
く
、「
此
渋
薬
能
く
疥
癬
を
治
せ
ん
も
、
余
薬
に
て
は
差
え
じ
」。

芻
問
う
て
曰
く
、「
当
に
何
等
の
渋
薬
を
服
す

べ
き
」。
医
人
答
へ
て
曰
く
「
聖
者
、
汝
が
師
は
是
れ
一
切
智
者
な
れ
ば
具
に
此
事
を
知
し
め
さ
ん
」。
諸

等
は
往
い
て
世
尊
に
白
す
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に
、
仏
言
は
く
、「
五
渋
薬
あ
り
、
一
に
は
菴
没
羅
、
二
に
は

婆
、
三
に
は
瞻
部
、
四
に
は
夜
合
（
尸
利
沙
木
、

）、
五
に
は
倶

奢
摩
（
倶
奢
摩
と
音
寫
、
蔵
律
に
は

と
音
寫
）
な
り
。

芻
応
に
知
る
べ
し
、
此
等
諸
薬
の
或
い
は
皮
、
或
い
は
葉
は
、

並
び
に
応
に
擣
碎
し
水
に
て
煮
て
身
に
塗
る
べ
し
。
塗
り
已
る
に
体
に
更
に
瘡
を
生
じ
け
れ
ば
、
仏
、
芯
芻
に
告
げ
た
ま
は
く
、「
応
に

散
薬
を
作
る
べ
し
」。

芻
湿
擣
せ
る
に
、
為
に
一
団
と
作
り
て
碎

と
為
ら
ざ
り
き
。
仏
言
は
く
、「
応
に
湿
擣
す
べ
か
ら
ず
、
応
に
曝

し
て
乾
か
さ
し
む
べ
し
」。
諸

芻
は
盛
日
中
に
於
て
薬
を

し
て
遂
に
力
な
か
ら
し
め
ぬ
。
仏
言
は
く
、「
応
に
烈
日
中
に
於
て
薬
を
曝

す
べ
か
ら
ず
」。

芻
は
陰
乾
せ
る
薬
に
便
ち
衣
生
ぜ
り
。
仏
言
は
く
、「
可
し
く
」
微
日
中
に
於
て
曝
す
べ
し
」。
諸

芻
等
は
渋
薬
を

も
て
身
に
塗
り
て
即
ち
便
ち
沐
浴
せ
る
ぬ
い
、
其
苦
七
墜
落
し
て
薬
力
を
得
ざ
り
き
。
仏
言
は
く
、「
乾
く
を
待
ち
て
手
に
て
摩
り
、
其

薬
皮
膚
に
入
ら
ん
に
然
し
て
後
に
沐
浴
し
、
已
り
て
更
に
塗
り
、
塗
り
已
り
て
更
に
浴
せ
ん
に
瘡
病
差
ゆ
る
を
得
ん
」。

◇
こ
れ
ら
を
要
約
す
る
と
、（
１
）
疥
癬
の
分
類
と
、（
２
）
腫
れ
も
の
（
瘡
）
の
パ
タ
ー
ン
の
二
つ
に
分
類
で
き
る
。

（
１
）
疥
癬
の
分
類

『
摩
訶
僧
祇
律
』
で
は
癬

の
処
方
と
し
て
「
迦
羅
硝
・
摩
沙
硝
・
摩
痩
羅
硝
・
沙

硝
・
塗
土
」
の
五
種
を
用
い
た
「
末
硝
法
」
の

治
療
法
を
挙
げ
、『
十
誦
律
』
で
は
疥
（

）
の
処
方
と
し
て
、「
苦
薬
」（
粉
薬
・

）
と
し
て
「
拘

頼
闍
樹
、
波
羅
樹
、
拘
真
利
他
樹
、
師
羅
樹
、
波
伽
羅
樹
、
波
尼
無
祇
倫
陀
樹
」
な
ど
を
挙
げ
、
そ
の
苦
薬
を
油
に
よ
っ
て
塗
る
治
療
法

な
ど
を
挙
げ
て
い
る
。

（
２
）
腫
れ
も
の
（
瘡
）

『
四
分
律
』
で
は
瘡
の
処
方
と
し
て
一
般
的
に
は
「
塗
瘡
薬
」
を
用
い
。
瘡
が
大
き
く
腫
れ
た
ら
、
刀
に
よ
っ
て
そ
れ
を
切
開
し
薬
を

塗
る
。
そ
の
瘡
が
臭
け
れ
ば
、「
根
湯
、
茎
葉
羊
果
湯
及
び
小
便
」
に
よ
っ
て
洗
う
。
洗
う
と
き
手
で
痛
け
れ
ば
「
鳥
毛
」
に
て
洗
う
。

傷
が
乾
燥
し
て
い
る
な
ら
油
を
、
臭
け
れ
ば
「
香
」
を
用
い
る
治
療
法
を
挙
げ
、
さ
ら
に
『
根
本
説
一
切
有
部
毘
奈
耶
薬
事
』
で
は
瘡
疥

の
処
方
と
し
て
「
渋
薬
」
を
用
い
、
渋
薬
に
は
「
一
に
は
菴
没
羅
、
二
に
は

婆
、
三
に
は
瞻
部
、
四
に
は
夜
合
（

）、
五
に
は
倶
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奢
摩
（

）」
の
五
種
を
挙
げ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
皮
膚
病
に
関
す
る
漢
訳
文
献
を
整
理
し
て
み
る
と

疥
癬
の
分
類
と

腫
れ
も
の
（
瘡
）
の
分
類
の
二
つ
の
パ
タ
ー
ン

に
分
類
で
き
る
。
続
い
て
こ
れ
ら
を
『
南
伝
大
蔵
経
』「
大
品
」
と
、
古
典
医
学
書
と
比
較
し
な
が
ら
理
解
し
て
行
く
と
次
の
よ
う
に
な

る
。

（
二
）『
南
伝
大
蔵
経
』「
大
品
」
に
見
ら
れ
る
皮
膚
病

（
１
）
疥
癬
の
分
類

『
南
伝
大
蔵
経
』「
大
品
」
第
六
薬

度＊

九

一

そ
の
時
、
具
壽
阿
難
の
和
尚
な
る
毘
羅

師
子
（
ベ
ー
ラ
ッ
タ
シ
ー
サ
）
は
疥
癬
を
患
ひ
た
り
。
黄
水
の
為
に
彼
依
、
身
に

固
着
せ
り
。
比
丘
等
は
水
に
湿
し
て
此
を
離
せ
り
。
世
尊
、
臥
処
座
処
を
廻
り
、
彼
比
丘
等
が
水
に
湿
し
て
彼
依
を
離
す
を
見
た
ま
え

り
、
見
て
彼
比
丘
等
の
在
る
処
に
到
り
た
ま
へ
り
、
到
り
て
彼
比
丘
等
に
言
ひ
た
ま
へ
り
、「
比
丘
等
よ
、
此
比
丘
は
何
の
病
を
患
ふ

や
」。「
此
具
壽
が
疥
癬
を
患
ふ
。
黄
水
の
為
に
彼
依
、
身
に
固
着
せ
り
。
我
等
、
水
に
湿
し
て
此
を
離
す
な
り
」。

九

二

そ
の
時
に
、
世
尊
は
此
縁
に
よ
り
法
を
説
き
、
比
丘
等
に
告
げ
て
言
ひ
た
ま
へ
り
、「
比
丘
等
よ
、
痒
、
瘡
、
膿
、
疥
を
患

い
身
に
悪
臭
あ
る
も
の
に
は
粉
薬
、
無
病
者
に
は
牛
糞
、
粘
土
、
顔
料
を
許
す
。
比
丘
等
よ
、
臼
と
杵
と
を
許
す
」。

一
〇

一

そ
の
時
、（
中
略
）「
比
丘
等
よ
、
篩
を
許
す
」。（
中
略
）「
比
丘
等
よ
、
布
の
篩
を
許
す
」。

◇
こ
れ
を
要
約
す
る
と

毘
羅

師
子
（

）
が
疥
癬
（

）
を
患
い
。
そ
の
傷
か
ら
黄
水
（

）
の
分
泌
液
が
出
て
、
僧
侶
の
衣
が

肌
に
く
っ
つ
き
、
そ
れ
を
は
が
す
た
め
に
彼
ら
は
水
に
湿
し
た
。

世
尊
は
そ
れ
を
見
て
次
の
よ
う
な
指
示
を
出
し
て
い
る
。
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痒
（

）、
瘡
（

）、
膿
（

）、
疥
（

）
の
四
つ
の
病
を
患
っ
て
、
そ
し
て
、

身
体
に
悪
臭
の
あ
る
も
の
（

）
に
は
粉
薬
（

）
の
使
用
を
許
し
た
。

ま
た
四
つ
の
病
を
患
っ
て
い
て
も
身
体
に
悪
臭
の
な
い
無
病
者
に
は
、
牛
糞
（

）、
粘
土
（

）、

顔
料
（

）
の
使
用
を
許
し
た
。

薬
を
調
合
す
る
た
め
に
、
臼
（

）、
杵
（

）、
粉
の
篩
（

）、
布
の
篩
（

）

の
使
用
を
許
し
た
。

（
２
）
腫
れ
も
の
（
瘡
）
の
分
類

『
南
伝
大
蔵
経
』「
大
品
」
第
六
薬

度＊

一
四
ー
四

（
中
略
）
そ
の
時
、
一
人
の
比
丘
あ
り
、
瘡
に
罹
れ
り
。「
比
丘
等
よ
、
刀
を
用
ふ
る
こ
と
を
許
す
」。
渋
水
を
須
い
た
り
。

「
比
丘
等
よ
、
渋
水
を
許
す
」。
胡
麻
膏
を
須
い
た
り
。「
比
丘
等
よ
、
胡
麻
膏
を
許
す
」。

一
四
ー
五

壓
定
布
を
須
い
た
り
。「
比
丘
等
よ
、
壓
定
布
を
許
す
」。
繃
帯
を
須
い
た
り
。「
比
丘
等
よ
、
繃
帯
を
許
す
」。
瘡
、
痒
か
り

き
。「
比
丘
等
よ
、
芥
子
粉
を
撒
く
こ
と
を
許
す
」。
瘡
爛
れ
た
り
。「
比
丘
等
よ
、
燻
す
こ
と
を
許
す
」。
瘡
の
肉
、
隆
起
せ
り
。「
比
丘

等
よ
、
鹽
片
を
以
て
（
腐
蝕
せ
し
め
て
）
断
つ
こ
と
を
許
す
」。
瘡
、
癒
合
せ
ざ
り
き
。「
比
丘
等
よ
、
瘡
の
油
を
許
す
」。
油
、
流
れ
た

り
。
世
尊
に
此
義
を
告
げ
た
り
。「
比
丘
等
よ
、
亜
麻
布
と
（
其
他
）
一
切
の
瘡
の
治
療
を
許
す
」。

◇
こ
れ
を
要
約
す
る
と

あ
る
比
丘
が
瘡
（

）
に
罹
り
、
次
の
よ
う
な
治
療
法
が
許
さ
れ
た
。

刀
を
用
い
る
（

、
刀
に
よ
る
手
術
）

渋
水
（

、
煎
じ
た
水
）

胡
麻
膏
（

）
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壓
定
布
（

、
押
さ
え
る
も
の
）

繃
帯
（

）

痒
み
（

）
の
た
め
の
に
芥
子
粉
（

）
を
使
用
す
る

爛
れ
た
（

、
傷
の
炎
症
）
の
た
め
に
、
燻
（

）
す

隆
起
し
た
肉
（

）
を
鹽
片
（

）
に
よ
っ
て
（
腐
蝕
さ
せ
て
）
切
り
取
る

癒
合
せ
ざ
り
き
（

、
治
り
に
く
い
傷
）
も
の
に
、
瘡
の
油
（

、
胡
麻
の
油
）

油
が
流
れ
た
（

の
で
、
亜
麻
布
（

、
布
の
包
帯
）
を
使
う

そ
の
他
に
一
切
の
瘡
の
治
療
（

）
を
行
う

以
上
の
よ
う
に
漢
訳
文
献
で
は
皮
膚
病
が
（
一
）
疥
癬
の
分
類
と
（
二
）
腫
れ
も
の
（
瘡
）
の
二
つ
の
パ
タ
ー
ン
に
分
類
で
き
た
が
、

そ
れ
を
補
う
よ
う
に
『
南
伝
大
蔵
経
』
で
も
二
つ
の
パ
タ
ー
ン
に
相
応
す
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
で
は
そ
れ
ら
は
古
典
医
学
書
で
は
ど
の

様
に
扱
わ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
二
つ
の
パ
タ
ー
ン
に
従
っ
て
理
解
し
て
行
こ
う
。

（
三
）
古
典
医
学
書
に
見
ら
れ
る
皮
膚
病

（
１
）
疥
癬
の
分
類

こ
の
よ
う
な
疥
癬
に
つ
い
て
『
チ
ャ
ラ
カ
・
サ
ン
ヒ
タ
ー
』
第
二
〇
章
「
病
気
の﹇
大
分
類
に
つ
い
て
の
﹈大
き
な
章
」
＊

に
は
、
四
〇
種

の
ピ
ッ
タ
性
の
病
気
に
つ
い
て
、
太
陽
に
焼
か
れ
る
よ
う
な
熱
感
・
焦
げ
る
よ
う
な
微
熱
感
・
燃
え
る
よ
う
な
熱
感
・
沸
騰
す
る
よ
う
な

熱
感
（
中
略
）
皮
膚
の
炎
症
・
皮
膚
の
割
れ
る
こ
と
・
皮
下
肉
の
さ
け
る
こ
と
・
血
液
腐
敗
・
出
血
性
破
裂
（
中
略
）
す
な
わ
ち
、
燃

焼
・
発
熱
・
化
膿
・
湿
潤
・
腐
敗
・
掻
痒
・
（
痰
な
ど
の
）
流
出
・
赤
斑
点
な
ど
と
説
明
し
、
ま
た
ピ
ッ
タ
独
特
の
匂
い
や
色
や
味
へ
の

発
展
な
ど
を
考
慮
し
て
ピ
ッ
タ
性
の
病
気
を
診
断
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
。
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そ
の
治
療
法
に
つ
い
て
第
三
章
「
三
七
種
類
の
塗
り
薬
の
章
」
＊

で
は
、
患
者
の
掻
痒
・
吹
き
出
物
・
発
疹
・
皮
膚
病
・
腫
瘍
を
鎮
静
さ

せ
る
た
め
に
は
、
二
種
の
ハ
リ
ド
ラ
ー
、
ス
ラ
サ
ー
、
パ
ト
ー
ラ
、
ニ
ン
バ
な
ど
を
等
量
粉
末
状
に
し
、
こ
れ
ら
を
あ
ら
か
じ
め
油
と
混

ぜ
て
身
体
に
塗
る
治
療
法
を
挙
げ
て
い
る
。

ま
た
『
ス
シ
ュ
ル
タ
・
サ
ン
ヒ
タ
ー
』
第
二
篇
病
理
篇
第
十
三
章
「
軽
傷
（

）
の
病
理
を
述
べ
ん
」
＊

で
も
、
身
体
の
全

表
面
、
ま
た
は
局
部
の
火
傷
の
よ
う
に
膿
疱
が
で
き
、
熱
発
を
伴
う
小
膿
疱
疹
（

）
は
、
血
液
及
び
胆
汁
素
（

）
の
不

調
に
よ
っ
て
生
ず
る
も
の
で
あ
る
と
い
い
、
ま
た
第
四
篇
治
療
篇
第
二
十
一
章
「
病
治
療
法
を
述
べ
ん
」（

）
＊

で

は
、
そ
の
治
療
法
に
つ
い
て
、
渋
味
薬
の
煎
じ
薬
と
、
渋
味
薬
の
煎
液
中
に
煮
た
油
に
は
効
果
が
あ
る
と
い
う
。

ま
た
臭
い
も
の
に
は
微
温
の
午
時
花
油
（

）
で
皮
膚
を
洗
い
、「
カ
ー
コ
ー
リ
ー
」
等
の
甘
味
剤
と
酥
・
油
で
処
方
し
た
温

か
い
巴
布
を
当
て
る
治
療
法
を
挙
げ
て
い
る
。

◇
こ
れ
を
要
約
す
る
と

疥
癬
は
ピ
ッ
タ
（

、
火
大
）
性
の
皮
膚
病
で
あ
り
、
そ
れ
ら
を
鎮
静
化
す
る
た
め
に
は
、
渋
味
、
甘
み
（
渋
薬
）
な
ど
で
調
合
し

た
精
製
バ
タ
ー
（
ギ
ー
・
酥
）
や
油
を
用
い
た
治
療
法
を
挙
げ
て
い
る
。

こ
こ
で
以
上
を
総
合
的
に
理
解
す
る
と
、
漢
訳
文
献
に
見
ら
れ
る
疥
癬
な
ど
の
皮
膚
病
に
対
し
て
渋
薬
・
苦
薬
を
油
え
混
ぜ
て
塗
る
と

い
う
治
療
法
は
、『
南
伝
大
蔵
経
』
や
古
典
医
学
書
に
挙
げ
げ
ら
れ
て
い
る
渋
味
薬
の
煎
じ
薬
や
、
煎
液
中
に
煮
た
油
に
よ
る
方
法
と
ほ

と
ん
ど
共
通
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
に
よ
っ
て
『
摩
訶
僧
祇
律
』
の
「
末
硝
法
」、『
十
誦
律
』
の
「
苦
薬
」
な
ど
、『
四
分
律
』
の
「
塗
瘡
薬
」
な
ど
、
ま
た
『
根

本
説
一
切
有
部
毘
奈
耶
薬
事
』
は
（
二
）
の
腫
れ
も
の
（
瘡
）
の
中
に
納
め
て
い
る
が
、
皮
膚
病
一
般
の
処
方
と
し
て
「
一
に
菴
没
羅
、

二
に

婆
、
三
に
瞻
部
、
四
に
夜
合
（

）、
五
に
倶
奢
摩
（

）」
の
五
種
の
渋
薬
を
挙
げ
て
お
り
、
漢
訳
文
献
に
は

そ
の
具
体
的
な
処
方
の
意
味
は
述
べ
ら
れ
て
は
い
な
い
が
、
お
お
よ
そ
古
典
医
学
書
に
見
ら
れ
た
よ
う
に
ピ
ッ
タ
（

、
火
大
）
性
の
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皮
膚
病
を
鎮
静
化
す
る
治
療
法
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
２
）
腫
れ
も
の
（
瘡
）

こ
の
腫
れ
も
の
に
つ
い
て
『
チ
ャ
ラ
カ
・
サ
ン
ヒ
タ
ー
』
第
十
一
章
「
三
つ
の
願
望
に
関
す
る
章
」
と
、
第
二
十
八
章
「
様
々
な
飲
食

物﹇
と
い
う
言
葉
で
始
ま
る
﹈章
」
＊

に
、
病
気
に
は
三
種
類
の
場
所
が
あ
り
、
そ
の
内
の
一
つ
が
体
の
表
面
に
出
る
皮
膚
の
病
気
で
あ
る
と

い
い
、
そ
れ
は
肉
が
汚
染
さ
れ
て
生
ず
る
病
気
と
し
て
、
肉
芽
腫
、
腫
瘍
な
ど
を
挙
げ
て
い
る
。

さ
ら
に
『
ス
シ
ュ
ル
タ
・
サ
ン
ヒ
タ
ー
』
第
二
篇
病
理
篇
の
第
九
章
「
腫
瘍
の
病
理
」（

）
と
、
第
四
篇
治
療
篇
の
第
一

章
「
二
種
の
瘡
傷
に
関
す
る
治
療
法
」（

）
と
、
第
十
六
章
「
膿
瘍
治
療
法
」（

）
＊

に
は
、

六
十
種
の
瘡
傷
を
挙
げ
て
お
り
、
と
く
に
刃
物
に
よ
る
切
開
、
渋
薬
の
ニ
ン
バ
な
ど
に
よ
る
煎
じ
薬
、
塗
油
法
、
温
罨
法
な
ど
、
仏
教
文

献
に
見
ら
れ
た
ほ
と
ん
ど
の
治
療
法
を
挙
げ
て
い
る
。

そ
し
て
仏
教
文
献
に
は
癒
し
に
な
る
も
の
は
用
い
て
よ
い
と
い
う
趣
が
あ
る
よ
う
に
、
仏
教
教
団
で
は
い
ろ
い
ろ
な
方
法
が
実
践
さ
れ

て
い
た
と
考
え
ら
れ
、
古
典
医
学
書
が
明
確
に
区
別
し
て
い
る
腫
れ
も
の
（

）
と
、
疥
癬
（

）
に
お
い
て
も
、
漢
訳

文
献
で
は
区
別
が
で
き
て
い
な
い
。
こ
の
と
こ
ろ
に
も
古
典
医
学
書
の
源
泉
に
は
、
初
期
の
仏
教
教
団
の
医
療
が
位
置
づ
け
ら
れ
る
と
い

え
る
。

二

非
人
病
に
つ
い
て

（
一
）
漢
訳
文
献
の
非
人
病

○
『
摩
訶
僧
祇
律
』
＊

「
雑
誦
跋
渠
法
を
明
す
の
十
」

時
に
比
丘
あ
り
て
黄
病
な
り
し
に
、
医
師
言
は
く
、「
尊
者
、
人
血
を
服
せ
ん
に
は
差
ゆ
べ
く
、
若
し
服
せ
ざ
ら
ん
い
に
は
便
ち
死
な
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ん
、
更
に
余
方
な
け
ん
」
と
。（
中
略
）
仏
言
は
く
、「
今
よ
り
已
後
、
人
血
を
飲
む
を
聴
さ
ず
、
・
・
・
乃
至
、
人
髄
（
等
）
一
切
を
も

聴
さ
ず
」
と
。

○
『
十
誦
律
』

「
七
法
中
医
薬
法
弟
六
」
＊

（
五
）仏
舎
衛
国
に
在
し
き
、
長
老
施
越
狂
病
（

）
に
て
他
の
語
を
受
く
、
生
肉
を
喰
ひ
血
を
飲
め
狂
病
当
に
差
ゆ
べ
し
と
、
施

越
諸
比
丘
に
語
れ
り
我
狂
し
て
他
の
語
を
受
く
、
生
肉
を
喰
ひ
血
を
飲
け
と
、
我
れ
今
当
に
云
何
ん
す
べ
き
と
、
諸
比
丘
是
の
事
を
以
て

仏
に
白
せ
り
、
仏
是
の
因
縁
を
以
つ
て
僧
を
集
め
た
ま
ひ
、
僧
を
集
め
已
り
て
、
仏
知
つ
て
故
ら
に
問
ひ
た
ま
へ
り
、
施
越
に
問
ふ
、
汝

実
に
狂
し
て
他
の
生
肉
を
喰
ひ
血
を
飲
め
と
語
る
を
受
け
諸
比
丘
に
語
れ
り
や
、
我
れ
今
当
に
云
何
ん
す
べ
き
と
、
汝
実
に
是
の
事
を
作

せ
る
や
不
や
と
、
答
へ
て
言
さ
く
、
実
に
作
せ
り
世
尊
と
、
仏
種
々
の
因
縁
も
て
戒
を
讃
じ
た
ま
え
り
、
戒
を
讃
じ
持
戒
を
讃
じ
已
り
て

諸
比
丘
に
語
り
た
ま
へ
り
、「
今
日
よ
え
お
若
し
是
の
如
き
病
有
れ
ば
生
肉
を
喰
ひ
血
を
飲
む
を
聴
す
、
応
に
屏
処
に
て
喰
ひ
人
に
見
せ

し
む
こ
と
莫
れ
と
。」

○
『
四
分
律
』
＊

「
薬

度
の
一
」

爾
の
時
世
尊
王
舎
城
に
在
し
き
。
時
に

狂
病
の
比
丘
あ
り
、
殺
牛
処
に
至
り
て
、
生
肉
を
食
ひ
血
を
飲
む
。
病
即
ち
差
え
て
本
心
に

還
復
し
、
畏
慎
す
。
諸
の
比
丘
仏
に
白
す
。
仏
言
は
く
「
不
犯
な
り
、
若
し
余
の
比
丘
あ
り
、
是
の
如
き
病
あ
り
、
生
肉
を
食
ひ
血
を
飲

み
て
、
病
差
ゆ
る
こ
と
を
得
ば
、
食
す
る
こ
と
を
聴
す
」
と
。

○
『
根
本
説
一
切
有
部
毘
奈
耶
薬
事
』
＊

「
四
腫
薬
法
」

時
に
具
壽
西
羯
多

芻
あ
り
、
遂
に
風

を
患
ひ
て
随
所
に
遊
行
せ
る
に
。（
中
略
）
仏
言
は
く
「
諸

芻
は
常
に
西
羯
多

芻
の
為



─ ─

に
、
彼
医
人
に
問
う
て
為
に
風
疾
を
療
す
べ
し
」。（
中
略
）
医
人
曰
は
く
、「
宜
し
く
生
肉
を
服
す
べ
し
、
必
ず
当
に
差
ゆ
る
を
得
べ
け

ん
」。（
中
略
）
仏
言
は
く
、「
若
し
医
人
に
し
て
此
は
薬
足
り
余
は
療
す
る
こ
と
能
は
ず
と
説
ん
に
は
、
応
に
生
肉
を
与
う
べ
し
」。

◇
こ
れ
を
要
約
す
る
と

非
人
病
に
つ
い
て
、『
摩
訶
僧
祇
律
』
で
は
医
師
が
許
し
た
「
人
血
を
飲
む
こ
と
も
、
乃
至
、
人
髄
等
の
全
て
」
の
服
用
を
仏
は
禁
止

し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
は
人
肉
以
外
の
血
肉
が
服
用
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
実
際
に
『
十
誦
律
』
で
は
周
囲
の
人
に
見

え
な
い
屏
処
と
い
う
条
件
付
だ
が
血
肉
の
服
用
を
許
し
、『
四
分
律
』
で
は
イ
ン
ド
で
聖
な
る
も
の
と
し
て
扱
わ
れ
る
牛
の
血
肉
の
服
用

す
ら
許
し
て
い
る
記
述
が
あ
る
。

こ
れ
は
初
期
の
仏
教
教
団
内
で
は
、
非
人
病
に
罹
っ
た
僧
侶
へ
の
処
方
と
し
て
、
僧
侶
に
「
生
の
血
肉
の
服
用
」
の
治
療
法
を
行
っ
て

い
る
と
い
う
こ
と
は
、
一
応
仏
陀
の
所
見
を
伺
う
も
の
の
、
仏
陀
は
古
代
イ
ン
ド
の
伝
承
医
術
に
見
ら
れ
る
治
療
法
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
許

し
て
い
る
と
い
え
る
。

（
二
）『
南
伝
大
蔵
経
』「
大
品
」
に
見
ら
れ
る
非
人
病

『
南
伝
大
蔵
経
』「
大
品
」
第
六
薬

度＊

一
〇

二

そ
の
時
、
一
人
の
比
丘
、
非
人
病
に
罹
れ
り
。
阿
闍
梨
和
尚
は
彼
を
看
護
せ
る
も
癒
す
も
こ
と
能
は
ざ
り
き
。
彼
、
屠
殺
場

に
往
き
生
肉
を
食
ひ
生
血
を
飲
み
、
彼
の
非
人
病
癒
せ
り
。
世
尊
に
此
義
を
告
げ
た
り
。「
比
丘
等
よ
、
非
人
病
の
時
に
は
生
肉
と
生
血

と
を
許
す
」。

◇
こ
れ
を
要
約
す
る
と

『
南
伝
大
蔵
経
』
で
は
非
人
病
（

）
に
治
療
法
と
し
て
、
豚
（

）
の
生
肉
（

）
と
、
生
血

（

）
の
服
用
が
許
さ
れ
て
い
る
。



─ ─

（
三
）
古
典
医
学
書
に
見
ら
れ
る
非
人
病

『
チ
ャ
ラ
カ
・
サ
ン
ヒ
タ
ー
』
に
は
、
こ
の
非
人
病
の
記
述
は
見
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、『
ス
シ
ュ
ル
タ
・
サ
ン
ヒ
タ
ー
』
の
第
六
〇

章
「
非
人
所
起
治
療
法
章
」（

）
で
は
、
＊

鬼
神
学
（

）
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。

◇
こ
れ
を
要
約
す
る
と

人
間
に
憑
依
し
て
超
人
的
な
行
動
さ
せ
る
憑
き
物
を
羯
羅
訶
（

）
と
呼
び
、
天
（

）、
阿
修
羅
（

）、
乾
闥
婆
（

）、

夜
叉
（

）、
卑
帝
利
（

）、
蛇
鬼
（

）、
羅
刹
（

）、
毘
舎
遮
（

）
の
八
つ
に
分
類
す
る
。
こ
れ
ら
は

天
部
衆
羯
羅
訶
（

）
と
い
い
、
と
く
に
羅
刹
は
血
肉
を
好
む
こ
と
い
う
。

そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
憑
き
物
に
憑
依
さ
れ
て
い
る
時
は
、
医
師
の
手
を
放
れ
祈
祷
・
祭
礼
を
行
う
宗
教
家
の
手
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
る
。

そ
こ
で
は
鬼
神
た
ち
が
好
む
肉
と
血
を
含
む
お
供
物
が
捧
げ
ら
れ
、
憑
依
し
た
憑
き
物
を
鎮
め
る
呪
文
が
治
療
と
し
て
唱
え
ら
れ
、
ま
た

場
合
に
よ
っ
て
憑
き
物
の
言
う
が
ま
ま
に
生
肉
や
生
血
が
与
え
ら
れ
た
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
憑
き
物
が
鎮
ま
ら
な
い
と
き
、
精
神
的
諸
病
の
治
療
法
と
し
て
、
発
汗
法
、
罨
法
、
吐
剤
法
、
下
剤
法
な

ど
の
経
験
的
な
合
理
医
学
が
説
か
れ
て
い
る
。

以
上
を
総
合
し
て
理
解
す
る
と
、
古
典
医
学
書
で
は
動
物
性
の
薬
効
食
は
禁
じ
ら
れ
て
は
い
な
い
が
、
本
来
の
正
統
バ
ラ
モ
ン
に
連
な

る
ヴ
ェ
ー
ダ
の
伝
承
医
術
か
ら
は
禁
じ
ら
れ
た
方
法
で
あ
る
。
し
か
し
、
仏
教
文
献
に
は
明
ら
か
に
動
物
の
血
肉
を
処
方
す
る
、
非
バ
ラ

モ
ン
系
の
伝
承
医
術
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
古
典
医
学
書
の
『
ス
シ
ュ
ル
タ
・
サ
ン
ヒ
タ
ー
』
に
も
、
非
人
病
の
患
者
に
同
じ
よ
う

に
動
物
の
血
肉
が
与
え
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
食
べ
物
と
し
て
処
方
さ
れ
の
で
は
な
く
、
祈
祷
の
呪
文
に
よ
っ
て
お
払
い
が
成
就
す
る

よ
う
に
お
供
物
と
し
て
捧
げ
ら
れ
た
。

そ
し
て
、
こ
の
祈
祷
法
で
解
決
で
き
な
い
と
き
、
経
験
的
な
合
理
医
学
に
よ
る
治
療
法
が
示
さ
れ
お
り
、
古
典
医
学
に
見
え
る
鬼
神
学

（

、
非
人
病
の
治
療
法
）
は
、
明
ら
か
に
漢
訳
文
献
に
見
え
る
非
バ
ラ
モ
ン
的
な
治
療
法
が
、
正
統
バ
ラ
モ
ン
の
知
的
伝
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統
に
沿
っ
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
と
理
解
で
き
る
。

ま
た
こ
の
よ
う
な
意
味
に
お
い
て
、
仏
教
文
献
に
見
ら
れ
た
動
物
の
血
肉
の
処
方
も
、
七
世
紀
頃
に
は
ナ
ー
ラ
ン
ダ
僧
院
の
医
方
明
と

し
て
テ
キ
ス
ト
化
さ
れ
て
い
た
『
八
科
精
髄
集
』
に
は
、
精
神
病
治
療
と
し
て
憑
き
物
療
法
（

）
の
記
述
が
あ
り
、
＊

さ
き

に
挙
げ
た
『
南
海
寄
帰
内
法
伝
』
で
も
義
浄
が
「
四
に
鬼
瘴
を
論
ず
」
と
報
告
し
て
い
る
よ
う
に
、
正
当
バ
ラ
モ
ン
の
知
的
伝
統
に
従
っ

て
動
物
の
血
肉
の
服
用
は
削
除
さ
れ
て
い
る
。

三

眼
病
に
つ
い
て

（
一
）
漢
訳
文
献
に
見
ら
れ
る
眼
病

○
『
摩
訶
僧
祇
律
』
＊

「
雑
誦
跋
渠
法
を
明
す
の
十
」

復
次
に
仏
、
舎
衛
城
耆
舊
童
子
菴
婆
羅
園
に
住
し
た
ま
ひ
き
。
耆
舊
童
子
言
は
く
、「
尊
者
、
可
し
く
此
薬
を
以
て
眼
に
塗
ら
る
べ

し
」。
諸
比
丘
言
は
く
、「
世
尊
の
制
戒
、
眼
に
塗
る
を
聴
さ
ざ
る
な
り
」。（
中
略
）
仏
言
は
く
、「
今
よ
り
已
後
、
眼
薬
を
用
ふ
る
を
聴

さ
ん
、
空
青
を
ば
除
く
」
と
。
若
し
医
の
言
は
く
「
尊
者
、
此
の
眼
痛
は
空
青
屑
を
得
て
塗
ら
ん
に
便
ち
差
え
ん
も
、
更
に
余
方
な
し
」

と
。
若
し
爾
ら
ん
に
は
塗
る
を
得
、
塗
り
已
ら
ん
に
衆
中
に
住
す
る
を
得
ざ
れ
、
応
に
辺
小
の
房
中
に
在
る
べ
く
、
差
え
已
ら
ん
に
当
に

浄
洗
し
て
還
衆
に
入
る
こ
と
を
得
ん
。
是
を
「
眼
薬
」
と
名
く
。

（
中
略
）
仏
言
は
く
、「
眼
薬
は
是
れ
貴
物
な
れ
ば
、
応
に
筒
を
用
ひ
て
盛
る
べ
し
と
」。（
中
略
）
仏
言
は
く
、「
金
銀
及
び
一
切
の
宝

は
用
ふ
る
を
聴
さ
ず
、
応
に
銅
・
鉄
・
白
鑞
・
竹
・
葦
・
筺
・
鳥

を
用
ひ
下
、
皮
裏
に
至
る
べ
き
な
り
。
是
を
「
眼
筒
」
と
名
く
。

（
中
略
）
時
に
比
丘
あ
り
、
竹
を
持
っ
て
眼
薬
籌
を
作
り
し
に
、（
中
略
）
仏
言
は
く
、「
眼
は
是
れ
軟
物
な
れ
ば
、
応
に
滑
物
を
用
ひ

て
籌
と
作
す
べ
し
」。（
中
略
）「
金
銀
及
び
一
切
の
宝
物
に
て
作
る
を
聴
さ
ず
、
応
に
銅
・
鉄
・
牙
・
骨
・
栴
檀
堅
を
用
ひ
て
作
り
、
揩
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摩
し
て
滑
澤
な
ら
し
め
下
、
指
頭
を
用
ふ
る
に
至
る
べ
き
な
り
」。
是
を
「
眼
薬
籌
法
」
と
名
く
。

○
『
十
誦
律
』
＊

「
七
法
中
医
薬
法
第
六
」

（
三
）仏
舎
衛
国
に
在
し
き
、
是
の
時
長
老
畢
陵
伽
婆
蹉
目
痛
め
り
、
薬
師
語
り
て
言
は
く
、
羅
散
禅
を
以
て
眼
に
塗
れ
と
、
諸
比
丘
是

の
事
を
以
て
仏
に
白
せ
り
、
仏
言
は
く
「
羅
散
禅
を
以
て
眼
に
塗
る
こ
と
を
聴
す
」
と
。

是
の
長
老
羅
散
禅
を
以
て
盛
り
鉢
中
、
半
鉢
、
鍵

、
小
鍵

、
絡
嚢
に
著
き
象
牙
杙
に
縣
け
た
り
、
薬
を
取
る
と
き
流
れ
て
壁
及
び
臥

具
を
汚
し
房
舎
中
臭
穢
せ
り
、
仏
言
は
く
、
応
に
函
を
用
ひ
て
盛
る
べ
し
と
、
盛
る
と
雖
も
覆
は
ず
、
土
塵
中
に
堕
し
用
ふ
る
時
眼
痛
増

益
せ
り
、
仏
言
は
く
応
に
蓋
を
作
り
て
蓋
す
べ
し
と
、
直
動
し
て
脱
せ
り
、
仏
言
は
く
子
を
口
に
合
わ
せ
て
作
れ
と
、
是
の
時
比
丘
鳥

孔
雀
尾
を
用
つ
て
眼
薬
を
著
け
眼
痛
更
に
増
せ
り
、
仏
言
は
く
、
匕
を
用
ひ
よ
と
、
長
老
優
波
離
仏
に
問
へ
り
、
応
に
何
等
の
物
を

用
ひ
て
匕
を
作
る
べ
き
と
、
仏
言
は
く
、
若
し
は
鉄
若
し
は
銅
若
し
は
貝
若
し
は
象
牙
若
し
は
角
若
し
は
木
若
し
は
瓦
な
り
と
。

○
『
四
分
律
』
＊

「
薬

度
の
一
」
爾
の
時
比
丘
眼
に
白

あ
り
て
生
ず
。
人
血
を
須
ふ
。
仏
言
は
く
、「
用
ふ
る
こ
と
を
聴
す
」
と
。
爾
の
時
比
丘
、
眼

白

を
患
ふ
、
焼
末
を
眼
中
に
著
く
る
こ
と
を
聴
す
」
と
。
爾
の
時
畢
陵
伽
婆
蹉
眼
痛
を
患
ふ
、
琉
璃
箆
を
得
た
り
。
仏
言
は
く
、「
眼

病
を
治
せ
ん
が
為
の
故
に
蓄
用
す
る
こ
と
を
聴
す
」
と
。

○
『
根
本
説
一
切
有
部
毘
奈
耶
薬
事
』
＊

「
四
種
薬
法
」

時
に

芻
あ
り
眼
を
患
ひ
け
れ
ば
遂
に
医
人
処
に
往
く
い
て
問
う
て
曰
く
、「
賢
首
、
我
れ
今
眼
を
患
へ
り
、
我
が
為
に
処
方
せ
よ
」。

医
人
報
じ
て
曰
く
、「
聖
者
、
宜
し
く
安
膳
那
薬
（
点
眼
薬

）
を
用
ふ
べ
し
、
即
ち
応
に
差
う
る
を
得
べ
け
ん
」。（
中
略
）
仏
言

は
く
、「
若
し
医
人
に
し
て
此
は
是
れ
治
眼
薬
に
し
て
余
は
療
す
る
こ
と
能
は
ず
と
言
は
ん
に
は
、
応
に
安
膳
那
を
用
ふ
べ
し
」。（
中
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略
）
仏
言
は
く
、「
五
種
安
膳
那
（
五
種
安
膳
那
、

安
膳
那
と
は
粉
末
の
眼
薬
）
あ
り
、
一
に
は
花
安
膳
那
、
二
に
は
汁
安
膳
那
、
三

に
は

安
膳
那
、
四
に
は
丸
安
膳
那
、
五
に
は
騒
毘
羅
石
安
膳
那
（

、
石
灰
を
溶
解
せ
る
眼
薬
）
安
膳
那
な
り
。

此
の
五
種
は
咸
く
能
く
眼
を
療
す
、
是
故
に
芯
芻
若
し
眼
を
患
は
ん
い
は
、
応
に
安
膳
那
を
用
ふ
べ
し
、
方
に
除
差
す
る
を
得
ん
」。（
中

略
）
仏
言
は
く
、「
芯
芻
若
し
残
安
膳
那
あ
ら
ん
に
、
応
に
た
ち
ま
ち
棄
て
て
収
挙
せ
ざ
る
こ
と
（
あ
る
）
べ
か
ら
ず
。
其
の
安
膳
那
行

法
は
我
れ
今
為
に
安
置
の
法
式
を
説
く
べ
し
其
安
膳
那
は
応
に
牢
固
処
に
置
れ
、
花
安
膳
那
は
銅
器
中
に
置
れ
、
汁
薬
は
小
合
内
に
安

き
、

薬
は
竹
筒
の
裏
に
置
在
し
、
後
に
一
々
を
袋
中
に
安
置
し
、
或
い
は
物
を
以
て
裏
み
、
或
い
は
墻
壁
の
釘

に
於
て
之
を
繋
く
べ

し
。
安
膳
那
を
持
す
芯
芻
は
ま
さ
に
法
式
に
依
る
ふ
べ
し
、
依
行
せ
ざ
ら
ん
に
は
越
法
罪
を
得
ん
」。

◇
こ
れ
を
要
約
す
る
と
、

眼
病
の
処
方
と
し
て
、『
摩
訶
僧
祇
律
』
は
眼
薬
と
し
て
「
空
青
ま
た
は
、
空
青
屑
」、『
十
誦
律
』
は
羅
散
禅
（

）、『
根
本

説
一
切
有
部
毘
奈
耶
薬
事
』
は
五
種
の
安
膳
那
薬
（
点
眼
薬

）
と
し
て
「
一
に
花
安
膳
那
、
二
に
汁
安
膳
那
、
三
に

安
膳

那
、
四
に
丸
安
膳
那
、
五
は
騒
毘
羅
石
（
赭
色
の
石
灰
を
溶
解
せ
る
）
安
膳
那
」
を
挙
げ
て
い
る
。

ま
た
そ
の
使
用
法
（
安
膳
那
行
法
）
と
し
て
は
、
眼
薬
は
高
価
で
あ
る
の
で
入
れ
物
を
作
り
保
管
し
、
点
眼
す
る
際
の
器
具
は
、
金
銀

な
ど
一
切
の
宝
物
を
禁
じ
、
銅
・
鉄
・
牙
・
骨
・
栴
檀
堅
木
、
瓦
な
ど
を
用
い
て
器
具
を
作
る
よ
う
指
示
し
て
い
る
。

た
だ
『
四
分
律
』
の
み
は
白

と
い
う
眼
病
に
、「
人
血
の
使
用
と
焼
末
」
の
使
用
を
許
し
、
ま
た
単
に
眼
痛
に
は
「
琉
璃
箆
」
を
許

し
て
い
る
。（

二
）『
南
伝
大
蔵
経
』「
大
品
」
に
見
ら
れ
る
眼
病

『
南
伝
大
蔵
経
』「
大
品
」
第
六
薬

度＊

一
一
ー
二

「
此
倶
壽
に
眼
疾
あ
り
、
我
等
、
彼
を
擔
ひ
て
大
便
小
便
に
往
か
し
む
」。
時
に
世
尊
は
此
縁
に
よ
り
法
を
説
き
、
比
丘
等
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に
告
げ
て
言
ひ
た
ま
え
り
、「
比
丘
等
よ
、
塗
薬
、（
即
）
黒
塗
薬
、
礬
塗
薬
、
長
石
塗
薬
、
紅
土
子
、
煤
烟
を
許
す
」。
塗
料
に
混
ず
る

香
料
を
須
ひ
た
り
・
・
・
乃
至
・
・
・
「
比
丘
等
よ
、
栴
檀
、
零
凌
香
、
随
時
檀
、
達
子
香
、
蘇
子
を
許
す
」。

一
二
ー
一

（
中
略
）「
比
丘
等
よ
、
塗
薬
筐
を
許
す
」。（
中
略
）「
・
・
・
比
丘
等
よ
、
骨
所
成
、
角
所
成
、
葦
所
成
、
竹
所
成
、
木
所

成
、
樹
脂
所
成
、
果
所
成
、
銅
所
成
、
劫
貝
所
成
の
も
の
を
許
す
」。

一
二
ー
二

そ
の
時
、
塗
薬
筐
に
蓋
な
か
り
き
。（
中
略
）「
比
丘
等
よ
、
絲
を
以
て
縛
り
て
塗
薬
筐
に
結
ぶ
こ
と
を
許
す
」。（
中
略
）

「
絲
を
以
て
縫
ひ
つ
く
る
こ
と
を
許
す
」。

一
二
ー
三

そ
の
時
、
比
丘
等
は
指
を
以
て
塗
れ
り
。（
中
略
）「
比
丘
等
よ
、
塗
薬
箆
を
許
す
」。

一
二
ー
四

そ
の
時
、
塗
薬
箆
地
に
落
ち
て
塵
と
な
れ
り
・
・
・
（
中
略
）「
比
丘
等
よ
、
箆
筐
を
許
す
」。（
中
略
）「
比
丘
等
よ
、
塗
薬

筐
の
袋
を
許
す
」。（
中
略
）「
比
丘
等
よ
、
肩
紐
、
纒
絲
を
許
す
」。

◇
こ
れ
を
要
約
す
る
と

あ
る
比
丘
が
眼
病
（

）
に
罹
っ
た
と
き
、
世
尊
は
次
の
塗
薬
を
許
し
た
。

黒
塗
薬
（

、

）

礬
塗
薬
（

、

）

長
石
塗
薬
（

、

）

紅
土
子
（

、

）

煤
烟
（

、

）

ま
た
塗
料
と
し
て

栴
檀
（

）

零
凌
香
（

）
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随
時
檀
（

、

）

達
子
香
（

）

蘇
子
（

、

）

を
許
し
た
。
そ
し
て
、
医
薬
と
共
に
、
塗
薬
の
筐
（

）
と
そ
れ
ら
の
蓋
、
そ
れ
を
縛
る
紐
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
、
ま
た
薬
を
塗
る
箆

（

）
や
、
そ
れ
を
入
れ
る
袋
と
、
そ
の
袋
の
た
め
の
肩
紐
や
、
纒
絲
を
挙
げ
て
い
る
。

（
三
）
古
典
医
学
書
に
見
ら
れ
る
眼
病

眼
病
に
つ
い
て
『
チ
ャ
ラ
カ
・
サ
ン
ヒ
タ
ー
』
で
は
第
五
章
「
適
量
を
食
す
べ
し
云
々
」﹇
で
始
ま
る
﹈章＊
に
「
点
眼
」
の
項
目
が
あ

る
。ま

た
『
ス
シ
ュ
ル
タ
・
サ
ン
ヒ
タ
ー
』
第
十
八
章
「
医
療
調
剤
法
の
章
」（

）
と
、
第
十
九
章
「
眼
傷
対
治
療
法
の
章
」

（

）
＊

に
は
、
眼
薬
と
そ
の
治
療
法
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

◇
こ
れ
を
要
約
す
る
と

サ
ウ
ヴ
ィ
ー
ラ
（
方
鉛
鉱
）
の
眼
薬
は
、
と
て
も
有
用
で
あ
る
の
で
全
て
の
眼
病
に
用
い
て
よ
く
。
ま
た
眼
の
涙
の
分
泌
を
促
す
た
め

に
は
ラ
サ
ー
ン
ジ
ャ
ナ
の
眼
薬
を
、
五
日
ご
と
ま
た
は
八
日
ご
と
に
用
い
る
の
が
よ
い
。
眼
と
い
う
も
の
は
光
、
明
る
さ
、
熱
な
ど
を
も

た
ら
す
物
質
的
要
素
の
テ
ー
ジ
ャ
ス
（

）、
こ
れ
は
と
く
に
三
要
素
の
う
ち
熱
の
性
質
を
表
す
ピ
ッ
タ
（

、
火
大
）
性
の
働
き

に
よ
っ
て
維
持
さ
れ
る
の
で
、
胆
汁
素
の
働
き
を
抑
制
す
る
カ
パ
（

、
水
大
）
に
弱
い
。
従
っ
て
、
粘
液
素
を
除
去
し
て
視
力
を

よ
く
す
る
よ
う
な
治
療
法
が
有
効
で
あ
る
と
い
う
。

ま
た
飽
眼
薬
（

）、
蒸
焼
薬
（

）、
灌
注
薬
（

）、
点
眼
薬
（

）、
眼
軟
膏
（

）
の
五
つ
の
医

薬
に
つ
い
て
、
と
く
に
飽
眼
薬
、
点
眼
薬
、
眼
軟
膏
な
ど
三
種
類
の
基
本
的
な
眼
薬
に
つ
い
て
、
そ
の
種
類
と
処
方
に
対
す
る
効
能
と
、
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ま
た
、
そ
の
使
用
方
法
や
貯
蔵
方
法
を
挙
げ
て
い
る
。

ま
ず
三
種
類
の
基
本
薬
に
は
、
こ
す
り
落
と
す
（

）、
癒
す
（

）、
清
潔
に
す
る
（

）
の
効
用
が
あ
り
、
身

体
を
清
め
た
後
に
、
病
因
論
と
し
て
は
三
大
要
素
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
た
（
悪
い
体
液
）
の
状
態
の
眼
に
用
い
る
と
い
う
。

ま
た
眼
軟
膏
に
は
、
丸
薬
型
（

）
と
、
越
畿
斯
蒸

薬
型
（
ジ
ュ
ー
ス
、

）
と
、
粉
薬
型
（

）
の
三
種
類
が

あ
り
、
眼
病
の
状
態
に
よ
っ
て
使
い
分
け
る
と
い
う
。

ま
た
眼
薬
の
箱
（

）、
棒
（

）
な
ど
は
、
金
、
銀
、
角
、
銅
、
瑠
璃
石
、
ブ
ロ
ン
ズ
（

）
で
調
整
し
た
も
の
を

使
用
す
る
と
い
う
。

そ
し
て
、
七
十
六
種
類
の
眼
の
病
気
の
病
理
と
治
療
が
挙
げ
ら
れ
て
、
そ
の
方
法
は
お
お
よ
そ
ヴ
ァ
ー
タ
（

、
風
大
）、
ピ
ッ
タ

（

、
火
大
）、
カ
パ
（

、
水
大
）、
三
つ
の
組
み
合
わ
せ
（

）
の
四
種
類
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
治
療
の

如
何
に
関
わ
ら
ず
眼
軟
膏
（

）
の
使
用
を
挙
げ
て
い
る
。

以
上
を
総
合
的
に
理
解
す
る
と
、
仏
教
文
献
を
見
る
限
り
初
期
の
仏
教
教
団
で
は
、
か
な
り
古
い
時
代
か
ら
眼
病
の
治
療
が
行
わ
れ
い

る
。
古
典
医
学
書
で
は
、『
チ
ャ
ラ
カ
・
サ
ン
ヒ
タ
ー
』
で
は
簡
略
で
あ
る
が
、『
ス
シ
ュ
ル
タ
・
サ
ン
ヒ
タ
ー
』
で
は
、
そ
れ
を
よ
り
具

体
的
に
発
展
さ
せ
た
形
で
、
初
期
仏
教
教
団
に
は
見
ら
れ
な
い
病
因
論
と
し
て
、
ヴ
ァ
ー
タ
（

、
風
大
）、
ピ
ッ
タ
（

、
火

大
）、
カ
パ
（

、
水
大
）、
三
つ
の
組
み
合
わ
せ
（

）
な
ど
三
つ
の
身
体
的
な
要
素
（

）
の
バ
ラ
ン
ス
を
基
礎
と
す

る
体
液
説
理
論
（
三
大
理
論
、
古
く
は
四
大
理
論
）
を
体
系
化
し
て
い
る
。

し
か
し
、
初
期
の
仏
教
教
団
で
見
ら
れ
た
薬
の
種
類
と
そ
の
処
方
、
ま
た
、
使
用
方
法
や
貯
蔵
方
法
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
が
一
致
す

る
わ
け
で
は
な
い
が
、
お
お
よ
そ
そ
れ
ら
が
発
展
的
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。

と
く
に
『
南
伝
大
蔵
経
』
に
見
ら
れ
た
黒
塗
薬
（

、

）
は
、
上
述
の
よ
う
に
古
典
医
学
書
の
『
チ
ャ
ラ

カ
・
サ
ン
ヒ
タ
ー
』
に
は
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
薬
で
あ
り
、
古
代
イ
ン
ド
に
お
け
る
眼
の
衛
生
に
関
し
て
は
、
仏
教
文
献
に
見
ら
れ
る
治
療
法
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が
源
泉
と
な
り
、
古
典
医
学
書
の
『
チ
ャ
ラ
カ
・
サ
ン
ヒ
タ
ー
』『
ス
シ
ュ
ル
タ
・
サ
ン
ヒ
タ
ー
』
へ
と
位
置
づ
け
ら
れ
た
と
い
え
る
。

四

頭
痛
に
つ
い
て

（
一
）

漢
訳
文
献
の
頭
痛

○
『
摩
訶
僧
祇
律
』
＊

「
雑
誦
跋
渠
法
を
明
す
の
十
」

「
灌
筒
」
と
は
。
仏
、
舎
衛
国
に
住
し
た
ま
ひ
き
。（
時
に
）
比
丘
に
乾
痩
病
な
る
あ
り
て
医
に
語
げ
て
言
は
く
、「
長
寿
、
能
く
我
が

為
に
病
を
灌
ぐ
や
不
や
」。
答
へ
て
言
は
く
、「
爾
る
べ
し
」。（
中
略
）「
汝
、
云
何
筒
を
用
ひ
て
病
に
灌
が
ん
と
せ
る
。
今
よ
り
已
後
用

ふ
る
を
聴
さ
ず
」
と
。
筒
と
は
、
牛
皮
筒
、
水
牛
皮
筒
、
羊
皮
筒
（
中
略
）
応
に
浴
室
中
に
在
り
て
搾
板
に
油
を
盛
り
、
衣
を
賽
げ
て
上

に
坐
し
て
口
に
甘
蔗
を
含
む
べ
し
。
若
し
復
、
絨
・
衣
・
絮
を
以
て
油
中
に
内
著
し
、
孔
上
に
臨
め
て
之
を
按
へ
、
油
を
し
て
流
入
せ
し

め
ん
は
無
罪
な
り
。

○
『
十
誦
律
』
＊

「
雑
法
を
明
す
の
三
」

（
五
）仏
舎
衛
国
に
在
し
き
、
爾
の
時
長
老
畢
陵
伽
婆
蹉
眼
痛
せ
り
、
時
に
薬
師
教
へ
て
言
は
く
、
薬
を
和
し
丸
を
作
し
火
上
に
著
き
て

烟
を
服
す
べ
し
と
。（
中
略
）
但
だ
青
木
香
薬
を
除
き
余
の
一
切
の
香
を
和
合
し
火
中
に
著
き
手
を
接
し
て
烟
を
取
り
て
咽
め
。（
中
略
）

筒
を
作
れ
と
。（
中
略
）
仏
言
は
く
応
に
嚢
に
（
丸
薬
を
）
蓄
へ
て
盛
る
べ
し
。（
中
略
）

仏
舎
衛
国
に
在
し
き
、
爾
の
時
長
老
畢
陵
伽
婆
蹉
眼
痛
せ
り
、
時
に
薬
師
教
へ
て
言
は
く
、
応
に
（
脂
も
て
）
鼻
を
灌
す
べ
し
と
、
時
に

比
丘
脂
を
以
つ
て
鼻
中
を
灌
し
或
は
毛
を
持
つ
て
取
り
滂
る
、
滂
る
時
便
く
流
入
せ
ず
（
中
略
）
仏
言
は
く
、
筒
を
作
り
て
灌
せ
」。

○
『
四
分
律
』
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「
薬

度
の
一
」
＊

時
に
諸
の
比
丘
頭
痛
を
患
ふ
。
医
頂
上
に
油
を
著
け
し
む
。
仏
に
白
す
。
仏
言
は
く
、「
著
く
る
こ
と
を
聴
す
」
と
。
彼
れ
畏
慎
し

て
、
敢
て
香
油
を
用
つ
て
著
け
ず
。
仏
言
は
く
「
著
く
る
こ
と
を
聴
す
。
油
法
応
さ
に
爾
す
べ
し
」。

「
薬

度
の
二
」
＊

爾
の
時
比
丘
あ
り
頭
痛
を
患
ふ
。
医
灌
鼻
せ
し
む
。
仏
言
は
く
、「
聴
す
」
と
。
何
物
を
灌
ぐ
か
を
知
ら
ず
。
仏
い
わ
く
、「
酥
油
脂
を

以
て
灌
ぐ
」
と
。
云
何
が
灌
ぐ
か
を
知
ら
ず
。
仏
言
は
く
、「
羊
毛
若
し
は
劫
貝
鳥
毛
を
以
て
油
中
に
漬
し
、
然
る
後
に
帯
し
て
鼻
中
に

著
く
べ
し
」
と
。
四
辺
に
流
出
す
。
仏
言
は
く
、「
灌
鼻
筒
を
作
る
を
聴
す
」
と
。
彼
便
ち
宝
を
持
っ
て
筒
を
作
る
。
仏
言
は
く
、「
宝
を

用
ひ
て
作
る
べ
か
ら
ず
、
応
に
骨
、
若
し
は
角
、
若
し
は
鉄
、
若
し
は
銅
、
若
し
は
白
鑞
、
若
し
は
鉛
錫
、
若
し
は
葦
、
若
し
は
竹
、
若

し
は
木
を
用
ふ
べ
し
。」
と
。
彼
洗
わ
ず
し
て
便
ち
挙
置
す
。
仏
言
は
く
、「
洗
わ
ず
し
て
挙
置
す
べ
か
ら
ず
」
と
。
洗
い
已
り
て
燥
か
さ

ず
、
後
虫
生
す
。
仏
言
は
く
、「
洗
わ
ず
し
て
燥
か
さ
ず
し
て
挙
置
す
べ
か
ら
ず
、
応
に
燥
か
さ
し
め
て
挙
置
す
べ
し
」。
時
に
比
丘
あ
り

頭
痛
を
患
ふ
。
医
鼻
に
灌
が
し
む
、
薬
入
ら
ず
。
仏
言
は
く
、「
手
に
て
摩
頂
し
、
若
し
は
脚
の
大
指
を
摩
指
、
若
し
は
凝
酥
を
以
て
鼻

を
塞
ぐ
こ
と
を
聴
す
」
と
。

○
『
根
本
説
一
切
有
部
毘
奈
耶
薬
事
』
＊

「
不
与
取
学
処
第
二
の
四
」

「
賢
首
、
聖
者
世
羅
は
今
少
油
を
須
む
」。
時
に
彼
童
子
に
新
壓
せ
る
油
あ
り
け
れ
ば
、
小
鉢
の
盛
満
し
て
彼
尼
に
授
与
し
（
中
略
）

時
に

芻
尼
は
受
け
已
り
て
去
り
、
即
ち
此
油
を
以
て
世
羅
の
身
に
塗
り
て
遍
く
手
足
に
及
ぼ
せ
る
に
、
油
並
聲
尽
せ
り
。
世
羅
癒
え
て

便
ち
行
い
て
乞
食
せ
る
。

◇
こ
れ
ら
を
要
約
す
る
と
、

頭
痛
の
処
方
と
し
て
、『
摩
訶
僧
祇
律
』
に
は
筒
灌
法
の
み
が
あ
り
、『
十
誦
律
』
に
は
経
鼻
法
と
燻
煙
法
が
上
げ
ら
れ
、『
四
分
律
』
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に
は
よ
り
具
体
的
に
頭
の
頂
上
に
香
油
を
塗
り
、
酥
油
脂
を
点
鼻
（
灌
鼻
）
す
る
治
療
法
を
挙
げ
て
い
る
。

ま
た
点
鼻
法
と
し
て
、
羊
毛
や
劫
貝
鳥
毛
を
油
中
に
漬
け
て
、
そ
れ
を
鼻
中
に
注
ぎ
、
ま
た
灌
鼻
筒
で
注
ぐ
治
療
法
を
挙
げ
て
い
る
。

ま
た
灌
鼻
筒
な
ど
の
器
具
は
宝
物
を
禁
じ
、
骨
、
角
、
鉄
、
銅
、
白
鑞
、
鉛
錫
、
葦
、
竹
、
木
を
用
い
る
よ
う
指
示
し
て
い
る
。

ま
た
鼻
孔
が
塞
が
っ
て
い
る
場
合
に
は
、
手
に
よ
る
頭
を
マ
ッ
サ

ジ
（
摩
頂
）
や
、
脚
の
大
指
の
マ
ッ
サ
ー
ジ
（
摩
指
）
を
指
示

し
、
固
ま
っ
て
い
る
酥
（
凝
酥
）
を
鼻
の
中
に
入
れ
る
治
療
法
を
挙
げ
て
い
る
。『
根
本
説
一
切
有
部
毘
奈
耶
薬
事
』
に
は
こ
れ
ら
に
相

応
す
る
記
述
は
見
あ
た
ら
な
い
が
、
油
に
よ
る
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
記
述
は
見
ら
れ
る
。

（
二
）『
南
伝
大
蔵
経
』「
大
品
」
に
見
ら
れ
る
頭
痛

『
南
伝
大
蔵
経
』「
大
品
」
第
六
薬

度＊

一
三
ー
一

そ
の
時
、、
倶
壽
畢
隣
陀
婆
磋
に
頭
熱
あ
り
き
（
中
略
）「
比
丘
等
よ
、
頭
に
油
を
（
塗
る
こ
と
を
）
許
す
」。
癒
え
ざ
り
き

（
中
略
）「
比
丘
等
よ
、
潅
鼻
す
る
こ
と
を
許
す
」。（
中
略
）「
比
丘
等
よ
、
潅
鼻
筒
を
許
す
」。

一
三
ー
二

鼻
に
潅
ぐ
こ
と
平
等
な
ら
ざ
り
き
。「
比
丘
等
よ
、
一
叟
の
潅
鼻
筒
を
許
す
」。
癒
え
ざ
り
き
。「
比
丘
等
よ
、
烟
を
吸
ふ
こ

と
を
許
す
」。
其
を
燈
心
に
塗
り
て
吸
へ
り
。
喉
を
焼
け
り
・
・
・
「
比
丘
等
よ
、
烟
筒
を
許
す
」。

◇
こ
れ
を
要
約
す
る
と

比
丘
の
畢
隣
陀
婆
磋
（

）
が
熱
性
の
頭
痛
（

）
に
罹
っ
た
。
次
の
治
療
法
が
許
さ
れ
た
。

頭
に
油
を
塗
る
（

）

油
を
点
鼻
す
る
（

）

薬
剤
を
焼
い
た
烟
を
吸
引
す
る
（

）

そ
し
て
、
点
鼻
す
る
と
き
油
が
平
等
に
は
い
る
よ
う
に
筒
が
許
可
さ
れ
、
ま
た
薬
を
袋
と
、
そ
の
袋
の
た
め
の
肩
紐
や
、
纒
絲
も
許
さ
れ
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て
い
る
。

こ
の
頭
痛
の
処
方
に
つ
い
て
、
漢
訳
文
献
と
よ
く
共
通
し
て
お
り
、
と
く
に
身
体
に
油
を
塗
る
、
油
を
点
鼻
す
る
、
烟
を
吸
引
す
る
な

ど
は
共
通
し
て
い
る
。

（
三
）

古
典
医
学
書
に
見
ら
れ
る
頭
痛

古
典
医
学
書
の
『
チ
ャ
ラ
カ
・
サ
ン
ヒ
タ
ー
』
第
十
七
章
「
頭
部
の
病
気
は
何
種
類
あ
る
か﹇
で
始
ま
る
﹈章
」
と
、『
ス
シ
ュ
ル
タ
・

サ
ン
ヒ
タ
ー
』
第
二
十
五
章
「
頭
の
病
気
を
論
ず
る
章
」（

）
は
、
い
ず
れ
も
頭
痛
に
つ
い
て
「
頭
の
病
気
」

（

）
と
し
て
章
を
設
け
て
論
じ
て
い
る
。
＊

◇
こ
れ
ら
を
要
約
す
る
と

ま
ず
『
チ
ャ
ラ
カ
・
サ
ン
ヒ
タ
ー
』
第
十
七
章
「
頭
部
の
病
気
は
何
種
類
あ
る
か﹇
で
始
ま
る
﹈章
」
で
は
、
頭
部
の
病
気
に
は
五
種
類

が
あ
り
、
病
因
論
と
し
て
三
つ
の
身
体
的
な
要
素
（

）
の
バ
ラ
ン
ス
を
基
礎
と
す
る
体
液
説
理
論
か
ら
、
一
に
ヴ
ァ
ー
タ
（

、

風
大
）
の
乱
れ
、
二
に
ピ
ッ
タ
（

、
火
大
）
の
乱
れ
、
三
に
カ
パ
（

、
水
大
）
の
乱
れ
、
四
に
三
つ
の
組
み
合
わ
せ

（

）、
五
に
頭
部
の
汚
染
に
よ
る
寄
生
虫
（

）
の
発
生
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
『
ス
シ
ュ
ル
タ
・
サ
ン
ヒ
タ
ー
』
第
二
十
五
章
「
頭
の
病
気
を
論
ず
る
章
」（

）
で
は
、
血
液
の

汚
染
（

）
に
よ
り
、
消
耗
症
（

）
に
よ
り
、
日
転
症
（

、
太
陽
の
出
没
に
伴
う
頭
痛
）、
無
量
風
（

）、

偏
頭
痛
（

）、
側
頭
痛
（

）
の
六
種
が
加
え
ら
れ
、
十
一
種
類
の
頭
痛
の
症
状
が
挙
げ
ら
れ
、
ま
た
第
二
十

六
章
「
頭
病
駆
除
法
」（

）
で
は
、
ま
ず
牛
乳
、
酥
、
胡
麻
油
、
糖
蜜
な
ど
を
用
い
る
治
療
前
の
処
置
と
し
て
、
牛

乳
な
ど
の
飲
用
に
よ
り
消
化
力
を
高
め
る
消
化
法
（

）
や
、
酥
の
飲
用
ま
た
は
胡
麻
油
の
マ
ッ
サ
ー
ジ
に
よ
り
毒
素
の
排
泄
を

促
す
油
剤
法
（

）
や
、
加
熱
し
て
汗
を
か
く
発
汗
法
（
罨
法
、

）
を
行
っ
た
後
に
、
イ
ン
ド
医
学
独
特
の
治
療
法
で
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あ
る
催
吐
法
（

）、
瀉
下
法
（

）、
浣
腸
法
（

）、
経
鼻
法
（
灌
鼻
法
、

）、
瀉
血
法
（

）
の

パ
ン
チ
ャ
カ
ル
マ
（

）
と
呼
ば
れ
る
五
つ
の
治
療
法
な
ど
を
挙
げ
、
さ
ら
に
は
燻
烟
法
（
煙
の
吸
飲
法
、

）
を
挙

げ
て
い
る
。

そ
し
て
、
こ
の
治
療
前
の
処
置
の
中
で
、
仏
典
に
見
ら
る
経
鼻
法
と
燻
烟
法
の
二
つ
は
、
古
典
医
学
書
に
詳
く
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
と

く
に
『
ス
シ
ュ
ル
タ
・
サ
ン
ヒ
タ
ー
』
で
は
第
四
篇
治
療
篇
第
四
〇
章
「
燻
烟
、
嗅
剤
、
及
び
含
漱
剤
」（

）（『
ス
シ
ュ
ル
タ
・
サ
ン
ヒ
タ
ー
』
補
遺
篇
四
〇
ー
一
二
八
頁

一
九
六
頁
）
を
設
け
て
い
る
。

そ
れ
を
要
約
す
る
と
、
経
鼻
法
は
治
療
前
の
処
置
の
油
剤
法
と
し
て
、
頭
部
に
胡
麻
油
な
ど
を
塗
り
マ
ッ
サ
ー
ジ
し
て
浄
化
し
、
そ
の

後
に
患
者
は
治
療
台
に
仰
向
け
に
寝
て
、
施
療
者
が
真
珠
貝
（

）
の
容
器
内
に
保
存
し
て
あ
る
薬
の
入
っ
た
温
か
い
油
脂
（

）

を
金
、
銀
、
銅
製
な
ど
の
器
、
あ
る
い
は
真
珠
貝
や
綿
布
（

）
を
使
っ
て
鼻
腔
内
に
注
入
す
る
。

燻
烟
法
は
、
薬
効
の
あ
る
煙
を
吸
引
す
る
に
は
、
吸
引
管
（
一
種
の
パ
イ
プ
、

）
を
使
用
す
る
。
ま
た
吸
引
に
当
た
っ

て
、
ま
ず
煙
経
（
薬
を
入
れ
点
火
す
る
筒
、

）
に
油
脂
を
塗
り
、
先
端
に
点
火
し
吸
引
管
に
挿
入
し
て
か
ら
吸
引
す
る
。
患
者
は

気
持
ち
を
落
ち
着
け
ゆ
っ
た
り
と
安
坐
し
、
姿
勢
を
正
し
て
下
の
方
を
見
つ
め
、
注
意
し
な
が
ら
ま
ず
口
腔
か
ら
吸
引
し
、
続
け
て
両
方

の
鼻
腔
か
ら
吸
引
す
る
。
た
だ
し
鼻
腔
か
ら
口
腔
へ
の
煙
の
排
出
は
良
い
が
、
口
腔
か
ら
鼻
腔
へ
の
排
出
は
禁
じ
ら
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
以
上
を
総
合
的
に
理
解
す
る
と
、
古
典
医
学
書
に
詳
細
に
記
述
さ
れ
て
い
る
頭
部
に
油
を
塗
る
油
剤
法
、
経
鼻
法
、
燻
煙
法
の

三
種
の
療
法
は
、
仏
教
文
献
で
は
ご
く
簡
単
な
記
述
の
も
の
も
あ
り
、
ま
た
そ
の
記
述
も
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
が
、
ほ
ぼ
共
通
し
て
見
ら
れ

る
治
療
法
で
あ
る
。

と
く
に
漢
訳
文
献
を
見
る
限
り
初
期
の
仏
教
教
団
で
行
わ
れ
て
い
た
油
剤
法
、
経
鼻
法
、
燻
煙
法
の
三
種
の
治
療
法
が
、
古
典
医
学
書

で
は
よ
り
詳
細
に
記
述
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
仏
教
教
団
の
医
療
と
古
典
医
学
が
同
じ
起
源
を
も
ち
、
二
つ
の
医
学
に
は
連
続
し

た
発
展
の
形
態
が
見
ら
れ
る
。
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し
か
し
、
古
典
医
学
書
に
見
ら
れ
る
頭
痛
の
治
療
法
は
、
病
因
論
と
し
て
三
つ
の
身
体
的
な
要
素
（

）
の
バ
ラ
ン
ス
を
基
礎
と
す

る
体
液
説
理
論
に
基
づ
い
て
い
る
が
、
こ
れ
は
具
体
的
に
仏
教
教
団
の
医
療
に
は
見
ら
れ
な
い
。

五

風
病
に
つ
い
て

（
一
）
漢
訳
文
献
に
見
ら
れ
る
風
病

○
『
摩
訶
僧
祇
律
』

「
単
提
九
十
二
事
法
を
明
か
す
の
六
」
＊

若
し
比
丘
、
風
病
な
ら
ん
に
、
医
言
は
く
、「
応
に
油
を
服
す
べ
き
な
り
」
と
。

「
単
提
九
十
二
事
法
を
明
す
の
六
」（『
国
訳
一
切
経
』
律
部
九

五
〇
六
頁
）

（
若
し
比
丘
、
風
病
な
ら
ん
に
）
若
し
比
丘
、
頭
を
刺
し
て
血
を
出
さ
ん
と
欲
し
・
・
・

「
百
四
十
一
波
夜
提
法
を
明
す
の
三
」
＊

若
し
比
丘
老

ら
病
に
て
薬
を
服
し
、
頭
を
刺
し
て
血
を
出
し
て
酥
を
服
せ
ん
に
、
応
に
与
欲
し
て
是
言
を
作
す
べ
き
な
り
。

○
『
十
誦
律
』

「
雑
法
を
明
す
の
三
」
＊

爾
の
時
に
長
老
舎
利
弗
風
を
得
た
り
、
薬
師
教
へ
て
言
は
く
、
乳
中
に
蒜
を
煮
て
食
へ
と
、（
中
略
）
若
し
差
え
已
れ
ば
応
に
諸
住
の

処
塗
置
を
掃
灑
し
臥
具
床
席
を
更
に
応
に
と
そ
う
す
べ
し
、
故
の
ご
と
く
臭
有
れ
ば
応
に
洗
浣
す
べ
し
・
・
・

「
雑
法
を
明
す
の
三
」
＊

時
に
世
尊
脊
痛
を
患
ひ
た
ま
へ
り
、
時
に
薬
師
教
へ
て
言
さ
く
、
酥
油
を
身
に
塗
り
已
り
て
槽
に
煖
水
を
盛
り
中
に
入
り
て
臥
し
た
ま
へ

と
。（
中
略
）
時
に
仏
酥
油
を
身
に
塗
り
中
に
入
り
て
臥
し
た
ま
へ
り
、
臥
し
已
り
て
病
除
愈
を
得
た
り
。（
中
略
）「
今
よ
り
若
し
風
病
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有
れ
ば
酥
油
を
以
つ
て
身
に
塗
り
煖
水
中
に
臥
す
る
を
聴
す
」
と
。

○
『
四
分
律
」
＊

「
薬

度
の
一
」

時
に
舎
利
弗
風
を
患
ふ
、
医
除
風
薬
を
作
ら
し
む
、
是
の
中
の
除
風
薬
と
は
、
稲
穀
を
蒸
し
、
酒
糟
を
蒸
し
、
若
し
は
大
麦
、
若
し
は

諸
の
治
風
草
、
若
し
は
麩
糟
、
若
し
は
煮
小
便
な
り
。（
中
略
）
畢
陵
伽
婆
蹉
三
種
の
釜
を
得
た
り
、
銅
釜
・
鉄
釜
・
土
釜
な
り
。（
中

略
）
後
に
瓶
を
得
た
り
、
銅
瓶
・
鉄
瓶
・
瓦
瓶
な
り
。（
中
略
）
畢
陵
伽
婆
蹉
「
煎
餅

」（
お
餅
を
焼
く
お
釜
、
焼
器
の
こ
と
）
を
得
た

り
。（
中
略
）
畢
陵
伽
婆
蹉
銅
杓
を
得
、
樽
を
得
た
り
。

○
『
根
本
説
一
切
有
部
毘
奈
耶
薬
事
」
＊

「
界
内
自
煮
自
宿
」

（
世
尊
は
風
疾
を
患
ひ
た
ま
い
）
医
人
報
じ
て
曰
は
く
、「
聖
者
、
宜
し
く
酥
に
て
三
種
渋
薬
を
煎
じ
た
る
を
用
ひ
て
服
せ
ん
に
即
除

愈
す
べ
け
ん
」。

◇
こ
れ
ら
を
要
約
す
る
と
、
風
病
の
治
療
法
が
三
つ
の
パ
タ
ー
ン
に
分
類
で
き
る
。

（
１
）
風
病
の
一

『
摩
訶
僧
祇
律
』
で
は
風
病
に
油
を
処
方
し
、
ま
た
『
十
誦
律
』
で
は
風
病
に
蒜
を
処
方
し
、『
四
分
律
』
で
は
、
風
病
に
は
除
風
薬

を
処
方
し
、
そ
の
製
法
と
し
て
稲
穀
を
蒸
し
、
酒
糟
を
蒸
し
、
ま
た
大
麦
、
治
風
草
、
麩
糟
を
小
便
で
煮
る
。

ま
た
『
根
本
説
一
切
有
部
毘
奈
耶
薬
事
』
で
は
、
風
病
に
酥
に
て
三
種
渋
薬
（
胡
麻

、
米

、
豆

）
を
煎
じ
薬
を

処
方
し
て
い
る
。
共
に
使
用
法
は
外
用
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。

（
２
）
風
病
の
二

『
十
誦
律
』
に
は
、
酥
油
を
身
に
塗
り
、
煖
水
浴
と
し
て
薬
湯
に
入
る
、
発
汗
法
の
治
療
法
が
示
さ
れ
て
い
る
。
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（
３
）
風
病
の
三

『
摩
訶
僧
祇
律
』
に
は
、
頭
を
刺
し
て
出
血
（
放
血
）
さ
せ
る
治
療
法
が
許
可
さ
れ
て
い
る
。

続
け
て
こ
れ
ら
を
『
南
伝
大
蔵
経
』「
大
品
」
と
、
古
典
医
学
書
と
比
較
し
な
が
ら
理
解
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

（
二
）『
南
伝
大
蔵
経
』「
大
品
」
に
見
ら
れ
る
風
病

上
記
の
漢
訳
文
献
に
見
ら
れ
た
風
病
の
治
療
法
の
三
つ
の
パ
タ
ー
ン
は
、『
南
伝
大
蔵
経
』「
大
品
」
に
や
は
り
次
の
よ
う
な
三
種
類
の

風
病
の
治
療
法
の
パ
タ
ー
ン
に
相
応
し
て
い
る
。

（
１
）
腹
痛
と
し
て
の
風
病
（

）
の
パ
タ
ー
ン

『
南
伝
大
蔵
経
』「
大
品
」
第
六
薬

度＊

一
四
ー
一

そ
の
時
、
倶
壽
畢
隣
陀
婆
磋
に
腹
痛
あ
り
き
。
医
師
等
言
へ
り
（
中
略
）「
比
丘
等
よ
、
油
を
煮
る
に
酒
を
混
ず
る
を
許

す
」。（
中
略
）「
比
丘
等
よ
、
過
多
に
酒
を
混
じ
た
る
油
を
飲
む
べ
か
ら
ず
、
飲
む
も
の
は
法
の
如
く
治
す
べ
し
。
比
丘
等
よ
、
若
し
油

を
煮
て
酒
の
色
も
香
も
味
も
知
ら
れ
ず
ば
、
此
の
如
く
酒
を
混
じ
た
る
油
を
飲
む
こ
と
を
許
す
」。

一
四
ー
二

そ
の
時
、
比
丘
等
の
許
に
過
多
に
酒
の
混
じ
て
煮
た
る
油
多
く
あ
り
き
。（
中
略
）「
比
丘
等
よ
、
塗
薬
と
し
て
用
ふ
る
こ
と

を
許
す
」。（
中
略
）「
比
丘
等
よ
、
三
種
の
壷
を
許
す
。（
謂
く
）
銅
壷
、
木
壷
、
果
壷
な
り
」。

◇
こ
れ
を
要
約
す
る
と

腹
痛
（

）
の
処
方
と
し
て
、
油
（

）
と
酒
（

、

）
が
混
ま
ぜ
て
煎
じ
ら
れ
た
。
酒
が
過
多

な
も
の
は
塗
薬
（
マ
ッ
サ
ー
ジ
、

）
と
し
て
使
わ
れ
、
保
存
用
の
銅
、
木
、
果
の
壷
が
用
い
ら
れ
た
。

（
２
）
肢
痛
と
し
て
の
風
病
（

）
の
パ
タ
ー
ン

『
南
伝
大
蔵
経
』「
大
品
」
第
六
薬

度＊
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一
四
ー
三

そ
の
時
、
倶
壽
畢
隣
陀
婆
磋
に
肢
痛
あ
り
き
。「
比
丘
等
よ
、
発
汗
法
を
許
す
」。
癒
え
ざ
り
き
。「
比
丘
等
よ
、
罨
法
を
許

す
」。
癒
え
ざ
り
き
。「
比
丘
等
よ
、
大
発
汗
法
を
許
す
」。
癒
え
ざ
り
き
。「
比
丘
等
よ
、
薬
湯
を
許
す
」。
癒
え
ざ
り
き
。「
比
丘
等
よ
、

浴
室
を
許
す
」。

◇
こ
れ
を
要
約
す
る
と

肢
痛
（

）
の
処
方
と
し
て

発
汗
法
（

）
衣
類
や
掛
け
物
に
よ
っ
て
身
体
を
暖
め
る
発
汗
法

罨
法
（

）
根
薬
・
葉
薬
な
ど
薬
草
な
ど
を
用
い
た
人
工
的
な
発
汗
法

大
発
汗
法
（

）
罨
法
に
加
え
暖
房
器
具
に
よ
っ
て
暖
め
発
汗
を
促
す
発
汗
法

薬
湯
（

）
根
薬
・
葉
薬
を
入
れ
た
薬
湯
で
発
汗
さ
せ
る
法

浴
室
（

）
根
薬
・
葉
薬
な
ど
の
薬
湯
に
入
浴
す
る
法

の
治
療
法
が
用
い
ら
れ
た
。

（
３
）
関
節
痛
と
し
て
の
風
病
（

）
の
パ
タ
ー
ン

『
南
伝
大
蔵
経
』「
大
品
」
第
六
薬

度＊

一
四
ー
四

そ
の
時
、
倶
壽
畢
隣
陀
婆
磋
に
節
痛
あ
り
き
。「
比
丘
等
よ
、
血
を
出
す
こ
と
を
許
す
」。
癒
え
ざ
き
。「
比
丘
等
よ
血
を
出

し
て
角
に
取
る
こ
と
を
許
す
」。

◇
こ
れ
を
要
約
す
る
と

節
痛
（

）
の
処
方
と
し
て
、
出
血
さ
せ
る
（
瀉
血
）
が
行
わ
れ
、
ま
た
角
に
よ
る
放
血
（

）
の
治
療

法
が
用
い
ら
れ
た
。

以
上
の
よ
う
に
漢
訳
文
献
の
風
病
は
三
つ
パ
タ
ー
ン
に
分
類
で
き
た
が
、
そ
れ
を
補
う
よ
う
に
『
南
伝
大
蔵
経
』
で
も
、（
１
）
腹
痛
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と
し
て
の
風
病
（

）、（
２
）
肢
痛
と
し
て
の
風
病
（

）（
３
）
関
節
痛
と
し
て
の
風
病
（

）
の
三
つ

の
パ
タ
ー
ン
に
相
応
す
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
で
は
そ
れ
ら
は
古
典
医
学
書
で
は
ど
の
様
に
扱
わ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
三
つ
の
パ

タ
ー
ン
に
従
っ
て
理
解
し
て
行
こ
う
。

（
三
）
古
典
医
学
書
に
見
え
る
風
病

ま
た
漢
訳
文
献
と
『
南
伝
大
蔵
経
』「
大
品
」
に
見
ら
れ
た
は
三
種
類
の
風
病
の
パ
タ
ー
ン
は
、
古
典
医
学
書
に
も
や
は
り
次
の
よ
う

な
三
種
類
の
風
病
の
治
療
法
の
パ
タ
ー
ン
に
相
応
し
て
い
る
。

（
１
）
腹
痛
と
し
て
の
風
病
の
パ
タ
ー
ン

古
典
医
学
書
の
『
チ
ャ
ラ
カ
・
サ
ン
ヒ
タ
ー
』
で
は
第
二
〇
章
「
病
気
の﹇
大
分
類
に
つ
い
て
の
﹈大
き
な
章
」
＊

の
中
に
、
ま
た
『
ス

シ
ュ
ル
タ
・
サ
ン
ヒ
タ
ー
』
で
は
第
一
篇
総
説
篇
の
第
一
章
「
聖
者
ダ
ン
ワ
ン
タ
リ
（

）
の
ス
シ
ュ
ル
タ
（

）
の

談
ら
れ
し
ま
ま
に
吠
陀
の
起
源
の
章
」
と
、
第
三
十
三
章
「
不
治
病
（

）
の
章
」
と
、
第
四
篇
治
療
篇
の
第
四
章
「
体
風
素

性
疾
患
の
治
療
法
」
＊

の
中
に
腹
痛
と
し
て
の
風
病
の
パ
タ
ー
ン
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。

◇
こ
れ
を
要
約
す
る
と

病
気
に
は
、
外
因
性
の
病
気
と
、
ヴ
ァ
ー
タ
（

、
風
大
）
・
ピ
ッ
タ
（

、
火
大
）
・
カ
パ
（

、
水
大
）
の
三
種
の
内

因
性
の
分
類
が
あ
り
、
そ
の
一
つ
と
し
て
ヴ
ァ
ー
タ
（

、
風
大
）
性
の
病
気
（
風
病
）
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。
と
く
に
『
ス
シ
ュ
ル

タ
・
サ
ン
ヒ
タ
ー
』
に
は
、
八
〇
種
に
及
ぶ
ヴ
ァ
ー
タ
性
の
病
気
が
列
挙
さ
れ
る
中
で
腹
痛
な
ど
の
病
気
が
示
さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
、
そ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
前
述
の
よ
う
に
、
ヴ
ァ
ー
タ
（

、
風
大
）、
ピ
ッ
タ
（

、
火
大
）、
カ
パ
（

、
水
大
）、

三
つ
の
組
み
合
わ
せ
（

）
に
よ
る
病
因
論
、
三
つ
の
身
体
的
な
要
素
（

）
の
バ
ラ
ン
ス
を
基
礎
と
す
る
体
液
説
理
論
に

基
づ
い
て
い
る
。
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ま
た
そ
の
腹
痛
と
し
て
の
風
病
の
治
療
法
は
、
い
ず
れ
の
場
合
も
（
甘
味
・
酸
味
・
塩
味
も
の
の
）
温
性
の
油
脂
性
（

）
や
、
油

の
煎
じ
薬
な
ど
を
内
服
用
に
、
外
用
と
し
て
マ
ッ
サ
ー
ジ
に
、
あ
る
い
は
灌
腸
に
、
薬
湯
浴
（

）
に
、
種
々
の
発
汗
法
（

）

に
処
方
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
『
ス
シ
ュ
ル
タ
・
サ
ン
ヒ
タ
ー
』
で
は
、
百
回
煮
熟
油
（

）、
千
回
煮
熟
油
（

）
と
称
し

て
、
ヴ
ァ
ー
タ
（

、
風
大
）
を
鎮
め
る
各
種
の
薬
草
と
油
を
混
ぜ
百
回
、
千
回
と
煮
出
す
な
ら
ば
、
そ
の
煎
じ
た
油
薬
に
は
大
変
な

効
果
が
あ
る
と
い
う
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
金
銀
ま
た
は
陶
製
の
容
器
に
保
管
せ
よ
と
い
う
。

つ
ま
り
、
古
典
医
学
書
で
は
腹
痛
と
し
て
の
風
病
の
処
方
は
、
三
つ
の
要
素
（

か
ら
な
る
病
因
論
を
前
提
と
し
て
、
ヴ
ァ
ー
タ

（

、
風
大
）
を
鎮
め
る
甘
味
・
酸
味
・
塩
味
の
油
の
煎
じ
薬
を
、
内
服
用
や
、
外
用
の
マ
ッ
サ
ー
ジ
に
、
あ
る
い
は
灌
腸
に
、
薬
湯

浴
（

）
に
、
ま
た
種
々
の
発
汗
法
（

）
に
用
い
た
治
療
法
も
挙
げ
て
い
る
。

（
２
）
肢
痛
と
し
て
の
風
病

手
足
の
痛
み
に
つ
い
て
分
類
は
『
ス
シ
ュ
ル
タ
・
サ
ン
ヒ
タ
ー
』
に
は
見
ら
れ
な
い
が
、『
チ
ャ
ラ
カ
・
サ
ン
ヒ
タ
ー
』
の
第
一
四
章

「
発
汗
法
（

）
に
関
す
る
章
」
＊

に
そ
の
記
述
が
見
ら
れ
る
。

◇
こ
れ
を
要
約
す
る
と

『
チ
ャ
ラ
カ
・
サ
ン
ヒ
タ
ー
』
で
は
、
ヴ
ァ
ー
タ
（

、
風
大
）
性
と
カ
パ
（

、
水
大
）
性
、
ま
た
そ
れ
ら
の
混
合
し
た
性

質
の
病
気
（

）
に
は
発
汗
法
（

）
が
有
効
で
あ
る
と
い
い
、
リ
ュ
ー
マ
チ
、
足
・
膝
・
大
腿
部
・
ふ
く
ら
は
ぎ

の
痛
み
と
硬
直
（
肢
体
の
全
て
で
憎
悪
す
る
ヴ
ァ
ー
タ
、

）
な
ど
を
挙
げ
、
具
体
的
な
発
汗
法
に
つ
い
て
十
三
種

類
の
発
汗
法
（

）
を
挙
げ
て
い
る
。

ま
た
そ
れ
ら
は
『
ス
シ
ュ
ル
タ
・
サ
ン
ヒ
タ
ー
』
第
四
篇
治
療
篇
の
第
三
十
二
章
「
発
汗
法
使
用
に
よ
る
治
療
法
」（

）
＊

で
は
、
乾
熱
発
汗
法
（

）
・
蒸
気
発
汗
法
（

）
・
巴
布
発
汗
法
（

）
・
温
浴
発
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汗
法
（

）
の
四
種
類
に
全
て
集
約
さ
れ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
古
典
医
学
書
で
は
肢
痛
に
よ
る
風
病
の
処
方
は
発
汗
法
を
挙
げ
て
い
る
。『
チ
ャ
ラ
カ
・
サ
ン
ヒ
タ
ー
』
で
は
十
三
種
類
の

発
汗
法
（

）
を
挙
げ
、『
ス
シ
ュ
ル
タ
・
サ
ン
ヒ
タ
ー
』
で
は
四
種
類
に
集
約
し
て
治
療
法
を
挙
げ
て

い
る
。

（
３
）
関
節
痛
と
し
て
の
風
病

古
典
医
学
書
の
『
チ
ャ
ラ
カ
・
サ
ン
ヒ
タ
ー
』
の
第
二
〇
章
「
病
気
の﹇
大
分
類
に
つ
い
て
の
﹈大
き
な
章
」
の
中
に
、
ま
た
『
ス
シ
ュ

ル
タ
・
サ
ン
ヒ
タ
ー
』
の
第
三
篇
身
体
篇
の
第
六
章
「
個
々
の
急
所
に
関
す
る
叙
述
と
称
す
る
身
体
論
」（

）

と
、
第
四
篇
治
療
篇
の
第
五
章
「
大
風
病
の
治
療
法
」（

）
＊

の
中
に
、
手
足
の
関
節
の
痛
み
が
、
風
血
病

（

）
の
症
状
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
症
状
は
両
方
の
手
足
・
指
・
全
身
の
関
節
（

）
に
居
す

わ
り
、
手
足
か
ら
全
身
へ
と
広
が
る
と
い
う
。

そ
し
て
、
そ
の
関
節
痛
と
し
て
の
風
病
の
処
方
は
『
ス
シ
ュ
ル
タ
・
サ
ン
ヒ
タ
ー
』
第
一
篇
総
説
篇
の
第
一
三
章
「
水
蛭
適
用
章
」

（

）
と
、
第
一
四
章
「
血
液
の
性
質
章
」（

）
＊

に
は
、
三
つ
の
身
体
的
な
要
素

（

）
の
憎
悪
し
た
血
液
を
角
・
蛭
・
瓢
箪
に
よ
っ
て
吸
血
す
る
方
法
と
、
刃
物
に
よ
っ
て
刺
絡
（
つ
ぼ
を
刺
し
）
し
て
瀉
血
す
る
、

乱
刺
（

）
と
静
脈
窄
刺
（

）
の
二
つ
の
治
療
法
を
挙
げ
て
い
る
。

ま
た
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
ヴ
ァ
ー
タ
（

、
風
大
）
を
沈
静
さ
せ
る
甘
味
・
酸
味
・
塩
味
な
ど
を
調
合
し
た
油
脂
・
ス
ー
プ

類
の
摂
取
や
、
薬
剤
の
湿
布
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
ま
た
瀉
血
に
加
え
て
種
々
の
発
汗
法
（

）
を
併
用
す
る
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
古
典
医
学
書
は
、
関
節
痛
と
し
て
の
風
病
を
風
血
病
（

）
の
症
状
と
理
解
し
、
こ
の
風
病
の
原
因
で
あ
る

ヴ
ァ
ー
タ
（

、
風
大
）
の
憎
悪
し
た
血
液
を
角
・
蛭
・
瓢
箪
に
よ
っ
て
吸
血
す
る
方
法
と
、
刃
物
に
よ
っ
て
刺
絡
し
て
瀉
血
す
る
、

乱
刺
（

）
と
静
脈
窄
刺
（

）
の
二
つ
の
治
療
法
を
挙
げ
て
い
る
。
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ま
た
同
時
に
、
ヴ
ァ
ー
タ
（

、
風
大
）
を
沈
静
さ
せ
る
甘
味
・
酸
味
・
塩
味
な
ど
を
調
合
し
た
油
脂
・
ス
ー
プ
類
の
摂
取
や
、
薬

剤
の
湿
布
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
ま
た
瀉
血
に
加
え
て
種
々
の
発
汗
法
（

）
を
併
用
す
る
治
療
法
も
挙
げ
て
い
る
。

（
四
）
風
病
の
総
括

と
こ
ろ
で
、
漢
訳
文
献
に
見
ら
れ
た
風
病
の
三
つ
の
パ
タ
ー
ン
は
、『
南
伝
大
蔵
経
』「
大
品
」
と
、
古
典
医
学
書
に
見
ら
れ
た
（
１
）

腹
痛
と
し
て
の
風
病
、（
２
）
肢
痛
と
し
て
の
風
病
、（
３
）
関
節
痛
と
し
て
の
風
病
に
対
す
る
治
療
法
に
、
お
お
よ
そ
相
応
し
て
い
る
こ

と
が
分
か
っ
た
。

（
１
）
腹
痛
で
は
、
漢
訳
文
献
に
見
ら
れ
る
風
の
病
気
（
腹
痛
）
の
処
方
は
、
古
典
医
学
書
の
よ
う
な
体
液
説
理
論
は
定
ま
っ
て
い
な

い
が
、
甘
味
・
酸
味
・
塩
味
の
油
の
煎
じ
薬
を
、
内
服
用
や
、
外
用
の
マ
ッ
サ
ー
ジ
に
、
あ
る
い
は
灌
腸
に
、
薬
湯
浴
な
ど
の
治
療
法
が

見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
古
典
医
学
書
の
油
脂
の
煎
じ
薬
の
内
服
・
外
用
・
灌
腸
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど
の
治
療
法
に
関
連
す
る
。

（
２
）
肢
痛
で
は
、
漢
訳
文
献
に
見
ら
れ
る
風
病
（
肢
痛
）
の
処
方
は
、『
南
伝
大
蔵
経
』
よ
り
簡
略
的
で
は
あ
る
が
、
発
汗
法
の
片

鱗
が
『
十
誦
律
』
に
治
療
前
の
処
置
と
し
て
酥
油
を
身
に
塗
り
、
煖
水
浴
と
し
て
薬
湯
に
入
る
と
い
う
発
汗
法
な
ど
の
治
療
法
が
見
ら
れ

る
。
こ
れ
は
古
典
医
学
書
の
発
汗
法
に
よ
る
治
療
法
そ
の
も
の
に
関
連
す
る
。

（
３
）
関
節
痛
で
は
、
漢
訳
文
献
に
見
ら
れ
る
関
節
痛
の
処
方
は
、『
摩
訶
僧
祇
律
』
に
頭
を
刺
し
て
出
血
（
放
血
）
さ
せ
る
治
療
法

が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
古
典
医
学
書
の
放
血
・
瀉
血
の
治
療
法
そ
の
も
の
と
関
連
す
る
。

以
上
に
よ
っ
て
、
漢
訳
文
献
で
は
単
に
風
病
と
記
述
さ
れ
て
い
て
も
、
そ
の
治
療
法
を
分
類
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
三
種
類
の
風
病
の
意

味
が
明
ら
か
に
な
り
、
ま
た
そ
れ
に
よ
っ
て
初
期
の
仏
教
教
団
の
医
療
が
律
蔵
の
毘
奈
耶
薬
事
に
成
文
化
さ
れ
る
背
景
に
は
、
明
ら
か
に

三
種
類
の
風
病
に
対
す
る
処
方
を
知
っ
て
い
る
治
療
者
の
集
団
が
存
在
し
、
そ
し
て
、
こ
れ
ら
が
後
年
に
な
っ
て
古
典
医
学
の
チ
ャ
ラ
カ

医
学
・
ス
シ
ュ
ル
タ
医
学
を
育
ん
だ
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
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ま
た
古
典
医
学
の
治
療
法
で
は
四
大
の
体
液
説
理
論
に
支
え
ら
れ
た
病
因
論
が
、
合
理
的
な
治
療
を
行
う
上
で
重
要
視
さ
れ
て
い
る

が
、
四
大
に
よ
る
病
因
論
も
こ
の
よ
う
な
風
病
と
い
う
考
え
方
が
発
展
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

つ
ま
り
、
四
大
（
三
大
）
の
病
因
論
が
成
立
し
て
き
た
背
景
に
は
、
風
大
（

）
と
い
う
動
き
の
概
念
が
中
心
と
な
っ
て
理
論
化

さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
現
在
の
イ
ン
ド
医
学
で
は
ヴ
ァ
ー
タ
（

、
風
大
）
の
属
性
を
動
的
の
他
に
、
軽
い
、
粗
い
、
分
散
、
消
耗

な
ど
に
分
類
し
、
そ
れ
を
痛
み
の
要
素
（

）
な
ど
と
し
て
理
解
し
、
そ
の
ヴ
ァ
ー
タ
（

、
風
大
）
の
要
素
が
増
悪
し
て
増
え
る

こ
と
に
よ
っ
て
痛
み
、
発
病
す
る
と
い
う
。

そ
の
た
め
処
方
と
し
て
は
（
１
）
腹
痛
で
は
、
甘
味
・
酸
味
・
塩
味
の
油
の
煎
じ
薬
を
、
内
服
用
や
、
外
用
の
マ
ッ
サ
ー
ジ
に
、
あ
る

い
は
灌
腸
に
、
薬
湯
浴
な
ど
に
よ
っ
て
浄
化
し
、（
２
）
肢
痛
で
は
、
発
汗
法
の
片
鱗
が
『
十
誦
律
』
に
治
療
前
の
処
置
と
し
て
酥
油
を

身
に
塗
り
、
煖
水
浴
と
し
て
薬
湯
に
入
る
と
い
う
発
汗
法
な
ど
に
よ
っ
て
浄
化
し
、（
３
）
関
節
痛
で
は
、『
摩
訶
僧
祇
律
』
に
頭
を
刺
し

て
出
血
（
放
血
）
に
見
ら
れ
る
放
血
・
瀉
血
な
ど
で
浄
化
す
る
な
ど
治
療
法
に
よ
っ
て
、
増
え
た
ヴ
ァ
ー
タ
（

、
風
大
）
の
要
素
を

沈
静
化
す
る
治
療
法
が
行
わ
れ
た
と
い
え
る
。

六

足
の
ひ
び
割
れ
と
履
き
物
に
つ
い
て

（
一
）
漢
訳
文
献
に
見
ら
れ
る
足
の
ひ
び
割
れ
と
履
き
物

○
『
摩
訶
僧
祇
律
』

記
述
な
し

○
『
十
誦
律
』
＊

「
雑
法
を
明
す
の
四
」

爾
の
時
比
丘
仏
に
問
へ
り
、
何
ら
の
皮
を
以
つ
て
革
履
を
つ
く
ら
ん
と
。
仏
言
は
く
、
五
種
の
皮
、
獅
子
の
皮
、
虎
皮
、
豹
皮
、
獺
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皮
、
猫
皮
を
除
く
、
更
に
五
種
の
皮
を
除
く
、
象
皮
、
馬
皮
、
狗
皮
、
野
干
皮
、
黒
鹿
皮
な
り
、
余
は
作
る
を
聴
す
と
。（
中
略
）
仏
言

は
く
、
応
に

魚
皮
の
革
履
を
受
く
べ
し
、
麁
の
為
の
故
に
牛
皮
を
以
つ
て
上
を
覆
せ
よ
と
。

○
『
四
分
律
』
＊

「
薬

度
の
一
」

爾
の
時
世
尊
迦
摩
羅
よ
り
迦
維
羅
衛
国
に
至
り
た
ま
ふ
。
畢
陵
伽
婆
蹉
彼
の
国
に
在
り
て
住
し
、
脚
の
劈
破
を
患
ふ
、
医
塗
ら
し
む

（
中
略
）
仏
言
は
く
「
酥
・
油
・
若
し
は
脂
を
以
て
塗
る
こ
と
を
聴
す
」
と
。

○
『
根
本
説
一
切
有
部
毘
奈
耶
薬
事
』
＊

「
聖
者
世
羅
は
今
患
ひ
て
油
を
須
む
」。
時
に
彼
童
子
は
新
油
を
盛
満
し
て
我
に
授
与
し
、
我
れ
油
を
得
已
る
に
将
ち
た
房
中
に
至
り

て
聖
者
の
為
に
身
手
足
に
塗
り
、
尋
い
で
皆
用
ひ
尽
せ
る
な
り
」。

◇
こ
れ
を
要
約
す
る
と

漢
訳
文
献
で
は
比
丘
の
足
へ
の
塗
薬
や
足
油
、
ま
た
履
き
物
な
ど
の
記
述
は
断
片
的
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。

（
二
）『
南
伝
大
蔵
経
』「
大
品
」
に
見
ら
れ
る
足
の
ひ
び
割
れ
と
履
き
物

『
南
伝
大
蔵
経
』「
大
品
」
第
六
薬

度
＊

一
四
ー
四

（
中
略
）
そ
の
時
、
倶
壽
畢
隣
陀
婆
磋
の
足
、
裂
け
た
り
、「
比
丘
等
よ
、
塗
薬
を
許
す
」。
癒
え
ざ
き
。「
比
丘
等
よ
、
足

油
を
許
す
」。

『
南
伝
大
蔵
経
』「
大
品
」
第
五
薬

度
』
＊

五
ー
二

（
中
略
）
此
の
具
壽
は
足
の
胼
胝
を
病
む
、
我
等
、
彼
を
担
ひ
て
大
小
便
に
往
か
し
む
」。（
中
略
）「
比
丘
等
よ
、
足
痛
み
、

足
傷
れ
、
或
い
は
足
の
胼
胝
を
病
む
者
は
履
を
著
く
る
を
許
す
」。
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◇
こ
れ
を
要
約
す
る
と

足
が
裂
け
た
（

、
足
の
ひ
び
割
れ
）
比
丘
の
処
方
と
し
て
、
足
へ
の
塗
薬
（

）
と
、
足
油
（

、

）
の
治
療
法
を
挙
げ
、
ま
た
足
に
痛
み
や
傷
な
ど
の
あ
る
者
に
は
履
き
物
（

）
を
許
し
て
い
る
。

（
三
）
古
典
医
学
に
見
え
る
足
の
ひ
び
割
れ
と
履
き
物

足
の
ひ
び
割
れ
な
ど
に
つ
い
て
『
チ
ャ
ラ
カ
・
サ
ン
ヒ
タ
ー
』
で
は
、
第
五
章
「
適
量
を
食
す
べ
し
云
﹇々
始
ま
る
﹈章
」
と
、
第
五
章

「
適
量
を
食
す
べ
し
云
﹇々
始
ま
る
﹈章
」
に
、
ま
た
『
ス
シ
ュ
ル
タ
・
サ
ン
ヒ
タ
ー
』
で
は
第
二
篇
病
理
篇
第
十
三
章
「
軽
症

（

）
の
病
理
を
述
べ
ん
」
と
、
第
四
篇
治
療
篇
第
二
十
章
「
軽
傷
治
療
法
」（

）
に
、
＊

そ
の
処
方
を
挙

げ
て
い
る
。

◇
こ
れ
を
要
約
す
る
と

『
チ
ャ
ラ
カ
・
サ
ン
ヒ
タ
ー
』
で
は
、
足
の
ひ
び
割
れ
は
足
に
油
を
塗
る
こ
と
で
ヴ
ァ
ー
タ
（

、
風
大
）
が
鎮
静
化
し
て
、
足
の

荒
れ
ば
か
り
で
は
な
く
両
足
は
柔
軟
に
な
る
。
ま
た
履
き
物
を
履
く
の
は
足
の
病
気
を
減
少
さ
せ
る
効
果
が
あ
る
と
い
う
。

『
ス
シ
ュ
ル
タ
・
サ
ン
ヒ
タ
ー
』
で
は
、
長
く
歩
く
こ
と
を
習
慣
に
す
る
人
の
変
調
的
な
ヴ
ァ
ー
タ
（

、
風
大
）
に
よ
っ
て
、
甚

だ
し
く
荒
れ
た
踵
に
は
疼
痛
性
の
足
戦
裂
（

）
を
生
ず
る
と
、
そ
の
病
変
に
つ
い
て
挙
げ
、
ま
た
足
の
ひ
び
割
れ
（

、

皮
裂
）
に
つ
い
て
、
ま
ず
化
膿
し
て
い
る
部
分
を
穿
刺
（
瀉
血
）
し
て
、
続
い
て
罨
法
（
発
汗
法
）
及
び
塗
擦
（
オ
イ
ル
マ
ッ
サ
ー
ジ
）

を
処
方
し
、
最
後
に
胡
麻
油
や
酥
を
塗
っ
た
湿
布
（
足
湿
布
、

）
を
張
り
付
け
る
処
方
を
挙
げ
て
い
る
。

こ
こ
で
以
上
を
総
合
的
に
理
解
す
る
と
、
お
お
よ
そ
仏
教
文
献
で
は
足
の
病
気
の
処
方
は
、
油
や
脂
や
酥
を
塗
り
マ
ッ
サ
ー
ジ
す
る
治

療
法
が
挙
げ
ら
れ
、
足
を
病
気
か
ら
守
る
た
め
に
履
き
物
を
許
し
て
い
る
。
ま
た
仏
教
の
処
方
に
は
、
古
典
医
学
書
の
よ
う
な
罨
法
や
瀉

血
は
見
ら
れ
な
い
。
こ
れ
は
仏
教
教
団
の
処
方
と
し
て
律
蔵
の
中
に
成
文
化
さ
れ
た
、
油
や
脂
や
酥
を
塗
っ
て
マ
ッ
サ
ー
ジ
す
る
治
療
法
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が
古
典
医
学
書
に
取
り
込
ま
れ
、
そ
の
後
に
罨
法
や
瀉
血
な
ど
の
処
方
が
加
わ
っ
て
き
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

七

蛇
に
咬
ま
れ
た
傷

（
一
）
漢
訳
文
献
に
見
ら
れ
る
蛇
に
咬
ま
れ
た
傷

○
『
摩
訶
僧
祇
律
』

記
述
な
し

○
『
十
誦
律
』
＊

「
雑
法
を
明
す
の
六
」

（
中
略
）
時
に
盤
蛇
有
り
て
睡
れ
り
、
比
丘
看
ず
し
て
便
蛇
上
に
坐
し
蛇
の
為
に
螫
さ
れ
蛇
と
倶
に
死
せ
り
。（
中
略
）
応
に
房
戸
を

開
き
て
弾
指
す
べ
し
、
若
し
毒
蛇
有
れ
ば
弾
指
し
て
去
ら
し
め
よ
。

○
『
四
分
律
』
＊

「
薬

度
の
一
」

諸
の
比
丘
、
浴
室
の
薪
を
破
る
、
空
中
よ
り
蛇
出
て
、
比
丘
を
螫
し
て
殺
す
。（
中
略
）
比
丘
若
し
彼
の
八
龍
王
蛇
に
慈
心
あ
ら
ば
、

螫
殺
せ
ら
れ
ず
。（
中
略
）
仏
自
護
慈
念
呪
を
な
す
こ
と
を
聴
し
た
ま
ふ
。（
中
略
）
仏
言
は
く
「
刀
破
し
て
血
を
出
し
、
薬
を
以
て
之
を

塗
る
こ
と
を
聴
す
。
亦

刀
（
大
鍼
の
こ
と
）
を
畜
ふ
る
こ
と
を
聴
す
」
と
。

○
『
根
本
説
一
切
有
部
毘
奈
耶
薬
事
』
＊

「
西
蔵
律
典
よ
り
の
補
訳
」

爾
の
時
腐
木
の
孔
隙
よ
り
毒
蛇
出
で
来
り
て
、
右
足
の
拇
指
を
噛
み
切
れ
り
。（
中
略
）
医
師
は
曰
は
く
、「
聖
者
、
陳
棄
薬
を
与
え
ら

れ
る
べ
し
」。（
中
略
）
世
尊
は
告
げ
て
曰
は
く
、「
芯
芻
等
、
陳
棄
薬
と
は
、
糞
と
尿
と
灰
と
泥
と
な
り
。
即
ち
、
糞
と
は
排
出
し
て
間
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な
き
牝
牛
等
の
糞
な
り
。
尿
と
は
亦
其
等
の
み
も
の
な
り
。
灰
と
は
五
種
の
木
即
ち
カ
ナ
チ
ャ
ナ
（

）
と
、
カ
ビ
ド

ハ
ー
カ
（

）
と
、
ア
シ
ュ
ヴ
ァ
ド
ハ
ー
（

）
と
、
憂
曇
婆
羅
と
、
尼
倶
廬
陀
に
し
て
、
こ
れ
ら
の
灰
な

り
。
泥
と
は
四
指
の
地
下
よ
り
掘
り
出
せ
る
も
の
な
り
。
是
れ
即
ち
調
合
さ
れ
た
る
薬
物
な
り
」。（
中
略
）（
癒
え
ざ
れ
ば
）
世
尊
は
大

孔
雀
（
王
）
明
呪
を
か
く
告
げ
て
・
・
・

◇
こ
れ
を
要
約
す
る
と

『
摩
訶
僧
祇
律
』
に
は
明
確
な
記
述
は
な
い
が
、『
十
誦
律
』
に
は
治
療
と
い
う
よ
り
は
弾
指
に
よ
る
注
意
が
、『
四
分
律
』
に
は
刀
に

て
血
と
一
緒
に
毒
を
出
し
、
薬
を
塗
る
こ
と
、『
根
本
説
一
切
有
部
毘
奈
耶
薬
事
』
で
は
「
西
蔵
律
典
よ
り
の
補
訳
」
と
し
て
、
糞
と
尿

と
灰
と
泥
を
調
合
し
た
陳
棄
薬
を
処
方
し
、
さ
ら
に
、
癒
え
な
け
れ
ば
大
孔
雀
（
王
）
明
呪
を
勧
め
て
い
る
。

（
二
）『
南
伝
大
蔵
経
』「
大
品
」
に
見
ら
れ
る
蛇
の
傷

『
南
伝
大
蔵
経
』「
大
品
」
第
六
薬

度＊

一
四
ー
六

そ
の
時
、
一
人
の
比
丘
あ
り
、
蛇
に
か
ま
れ
た
り
。
世
尊
に
こ
の
義
を
告
げ
た
り
。「
比
丘
等
よ
、
四
種
の
汚
物
を
与
ふ
る

を
許
す
、
屎
、
尿
、
灰
、
粘
土
な
り
」。

「
大
品
」
以
外
で
は
「
波
逸
提

八
五
」
＊

四

そ
の
時
一
比
丘
毒
蛇
に
咬
ま
れ
た
り
。
一
比
丘
火
を
持
ち
来
た
ら
ん
と
し
て
聚
落
に
行
け
り
。

◇
こ
れ
を
要
約
す
る
と

あ
る
比
丘
が
蛇
に
咬
ま
れ
（

）、
治
療
の
た
め
に
屎
（

、
糞
）、
尿
（

）、
灰（

）、
粘
土
（

）

の
四
種
の
汚
物
（

）
が
用
い
ら
れ
た
。
ま
た
火
に
よ
る
治
療
が
見
ら
れ
る
。



─ ─

（
三
）
古
典
医
学
書
に
見
え
る
蛇
の
傷

『
ス
シ
ュ
ル
タ
・
サ
ン
ヒ
タ
ー
』
第
五
篇
毒
物
篇
の
第
三
章
「
動
物
性
毒
論
章
」（

）
と
、
第
四
章
「
蛇
咬

毒
を
論
ず
る
章
」（

）
＊

に
は
、
毒
蛇
に
咬
ま
れ
た
と
き
の
症
状
の
分
類
が
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
基
本
的

な
治
療
法
と
し
て
二
〇
余
り
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

◇
そ
れ
ら
を
要
約
す
る
と

そ
の
治
療
法
と
し
て
は
明
呪
な
ど
の
宗
教
儀
式
を
は
じ
め
、
刀
に
よ
る
切
開
で
毒
を
血
と
一
緒
に
出
す
瀉
血
、
血
止
め
、
傷
を
焼
く
、

吸
引
す
る
、
解
毒
薬
、
下
剤
と
吐
剤
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

以
上
を
総
合
的
に
理
解
す
る
と
、
古
典
医
学
書
に
見
ら
れ
る
処
方
の
ほ
と
ん
ど
は
仏
教
文
献
に
見
ら
れ
る
も
の
と
よ
く
共
通
し
て
い

る
。ま

た
仏
教
文
献
の
陳
棄
薬
の
糞
と
尿
と
灰
と
泥
な
ど
の
処
方
に
つ
い
て
も
、
腐
葉
土
、
ニ
ン
バ
な
ど
の
煎
じ
薬
、
糞
を
渋
薬
と
煮
る
、

と
く
に
『
チ
ャ
ラ
カ
・
サ
ン
ヒ
タ
ー
』
第
一
章
「
長
寿
を﹇
欲
し
つ
つ
と
い
う
言
葉
で
始
ま
る
﹈章
」（『
チ
ャ
ラ
カ
・
サ
ン
ヒ
タ
ー
』
一
六

頁
）
と
、『
ス
シ
ュ
ル
タ
・
サ
ン
ヒ
タ
ー
』
第
五
篇
毒
物
篇
の
第
五
章
「
蛇
咬
傷
治
療
法
章
」
＊

に
は
、
不
浄
物
と
し
て
尿
の
使
用
が
詳
し

く
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
は
仏
典
に
見
ら
れ
る
小
便
の
使
用
と
重
な
る
と
こ
ろ
か
ら
、
仏
教
教
団
に
蓄
え
ら
れ
た
医
学
的
な
知
識
が

成
文
化
さ
れ
、
古
典
医
学
書
へ
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
と
い
え
る
。

八

風
病
（
黄
疸
）
に
つ
い
て

（
一
）
漢
訳
文
献
に
見
ら
れ
る
風
病
（
黄
疸
）

○
『
摩
訶
僧
祇
律
』
＊

「
雑
誦
跋
渠
法
を
明
す
の
六
」
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爾
時
、
尊
者
舎
利
弗
は
風
動
せ
し
に
、
諸
比
丘
は
是
の
因
縁
を
以
て
具
に
世
尊
に
白
す
に
、
仏
、
比
丘
に
問
ひ
た
ま
は
く
、「
宜
し
く

何
の
薬
を
須
う
べ
き
」。
答
え
て
言
さ
く
、「
世
尊
、
呵
梨
勒
な
り
」。
仏
言
は
く
、「
今
日
よ
り
病
比
丘
に
呵
梨
勒
を
服
す
る
を
聴
さ
ん
」

と
。

○
『
十
誦
律
』
＊

「
七
法
中
医
薬
法
第
六
」

時
に
長
老
舎
利
弗
風
を
病
み
て
冷
ゆ
、
薬
師
言
は
く
、
蘇
提
羅
漿
（
阿
摩
羅
・
訶
羅
勒
・

醯
勒﹇

﹈の
煎
汁
に
七
穀
並
び
に
一
切
の
果
・
枝
葉
・
笋
・
魚
・
肉
・
密
・
砂
糖
・
石
鹽
・
三
蒜
等
を
入
れ
て
和
合
し
て
小
器
に
い
れ
密
封

し
て
三
、
四
年
伏
置
す
る
に
、
熟
し
て
蜜
色
の
如
く
な
り
た
る
は
能
く
風
癩
等
を
治
す
。）
を
服
す
べ
し
と
、（
中
略
）
仏
言
は
く
、「
今

よ
り
蘇
提
羅
漿
を
服
す
る
を
聴
す
と
」。（
中
略
）（
蘇
提
羅
漿
は
）
大
麦
の
麁
皮
を
去
り
破
ら
ざ
る
を
以
て
少
し
く
煮
一
器
中
に
著
き
湯

に
浸
し
酢
な
ら
し
め
・
・
・

○
『
四
分
律
』
＊

「
薬

度
の
一
」

爾
の
時
、
比
丘
風
を
患
ひ
薬
を
須
ふ
。
医
漬
麦
汁
を
教
ふ
。
仏
言
は
く
、「
服
す
る
こ
と
を
聴
す
」
と
。
油
漬
麦
汁
を
須
ひ
、
頗
尼
漬

麦
汁
を
須
ふ
。
仏
言
は
く
、「
服
す
る
こ
と
を
聴
す
」
と
。

「
薬

度
の
一
」
＊

爾
の
時
世
尊
風
を
患
ふ
。
医
三
種
の
薬
を
和
せ
し
む
。

○
『
根
本
説
一
切
有
部
毘
奈
耶
薬
事
』
＊

「
世
尊
四
種
薬
法
」

具
壽
舎
利
子
は
身
、
風
病
に
嬰
り
し
に
（
中
略
）
医
人
報
じ
て
日
は
く
、「
聖
者
、
其
患
状
を
看
る
に
宜
し
く
鹽
・
醋
を
服
す
べ
し
、
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当
に
除
差
す
る
を
得
べ
け
ん
」。
既
に
し
て
醋
を
求
得
し
て
更
に
鹽
を
求
め
ん
と
欲
せ
る
に
、
具
壽
畢
隣
陀
婆
蹉
は
報
じ
て
日
わ
く
、「
我

れ
先
に
鹽
あ
り
て
之
を
角
内
に
貯
へ
て
尽
壽
に
守
持
せ
り
、
若
し
世
尊
に
し
て
服
す
る
を
許
し
た
ま
わ
ん
に
は
我
れ
当
に
相
与
ふ
べ

し
」。

◇
こ
れ
を
要
約
す
る
と

風
病
の
処
方
と
し
て
『
摩
訶
僧
祇
律
』
で
は
呵
梨
勒
を
挙
げ
、『
十
誦
律
』
で
も
蘇
提
羅
漿
の
主
要
成
分
と
し
て
三
果
薬
（
呵
梨
勒
・

阿
摩
勒
・
鞁
醯
勒﹇

﹈）
を
挙
げ
、『
四
分
律
』
で
は
二
つ
の
漬
麦
汁
「
油
漬
麦
汁
と
頗
尼
漬
麦
汁
」
が
、

三
種
薬
と
し
て
三
つ
の
果
薬
（
薑
、
椒
、
畢
抜
）
が
挙
げ
ら
れ
、
さ
ら
に
『
根
本
説
一
切
有
部
毘
奈
耶
薬
事
』
で
は
鹽
と
醋
が
挙
げ
ら
れ

て
い
る
。

（
二
）『
南
伝
大
蔵
経
』「
大
品
」
に
見
ら
れ
る
風
病
（
黄
疸
）

『
南
伝
大
蔵
経
』「
大
品
」
第
六
薬

度＊

一
四
ー
七
（
中
略
）
そ
の
時
、
一
人
の
比
丘
あ
り
、
黄
疸
を
病
め
り
。「
比
丘
等
よ
、（
牛
）
溲
（
し
ゅ
う
に
浸
せ
る
）
呵
利
勒
（
の
汁
）

を
飲
ま
し
む
る
を
許
す
」。

◇
こ
れ
を
要
約
す
る
と

黄
疸
（

）
の
処
方
に
は
牛
の
尿
を
混
ぜ
た
呵
利
勒
（

、
柯
子
）、
つ
ま
り
、
呵
梨
勒
、
鞁
醯
勒

（

、
川
練
）、
阿
摩
勒
（

、
餘
甘
子
）
の
三
種
の
ミ
ロ
バ
ラ
ン
（

）
一

つ
で
あ
る
呵
利
勒
を
牛
の
尿
と
混
ぜ
た
汁
を
飲
む
（

）
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。
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（
三
）
古
典
医
学
に
見
ら
れ
風
病
（
黄
疸
）

風
病
（
黄
疸
）
に
つ
い
て
、
古
典
医
学
書
で
は
『
ス
シ
ュ
ル
タ
・
サ
ン
ヒ
タ
ー
』
補
遺
篇
第
四
十
四
章
「
黄
疸
除
去
法
」（

）
＊

の
一
章
が
当
て
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
は
体
液
説
に
基
づ
い
た
ピ
ッ
タ
（

、
火
大
）、
カ
パ
（

、
水
大
）、

ヴ
ァ
ー
タ
（

、
風
大
）、
三
つ
の
組
合
せ
（

、
地
大
）
の
四
つ
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。

◇
こ
れ
を
要
約
す
る
と

風
病
（
黄
疸
）
の
処
方
と
し
て
は
、
排
泄
作
用
を
促
し
浄
化
す
る
治
療
法
と
、
酥
ま
た
は
牛
の
尿
と
三
果
薬
（

）
を
混
ぜ
て

煮
た
煎
薬
に
よ
る
治
療
法
を
挙
げ
て
い
る
。

こ
こ
で
以
上
を
総
合
的
に
理
解
す
る
と
、
漢
訳
文
献
で
は
単
に
風
病
と
い
う
記
述
が
、
そ
の
処
方
を
見
る
と
『
摩
訶
僧
祇
律
』
で
は
呵

梨
勒
、『
十
誦
律
』
で
は
三
果
薬
（
呵
梨
勒
・
阿
摩
勒
・
鞁
醯
勒
）、『
四
分
律
』
で
は
三
つ
の
果
薬
（
薑
、
椒
、
畢
抜
）
を
挙
げ
て
お
り
、

『
南
伝
大
蔵
経
』
の
黄
疸
（

）
の
牛
尿
を
混
ぜ
た
呵
利
勒
、
鞁
醯
勒
、
阿
摩
勒
の
三
種
の
ミ
ロ
バ
ラ
ン
な
ど
の
処
方
と

共
通
し
て
お
り
、
漢
訳
文
献
に
見
ら
れ
る
風
病
が
黄
疸
で
あ
る
と
理
解
で
き
る
。

そ
し
て
ま
た
、
仏
教
文
献
の
処
方
と
古
典
医
学
書
の
処
方
と
は
共
通
し
て
お
り
、
初
期
の
仏
教
教
団
の
医
療
と
古
典
医
学
の
源
泉
が
同

じ
と
こ
ろ
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

九

熱
病
に
つ
い
て

（
一
）
漢
訳
文
献
に
見
ら
れ
る
熱
病

○
『
摩
訶
僧
祇
律
』
＊

「
単
提
九
十
二
事
法
を
明
す
の
六
」

若
し
比
丘
、
熱
病
な
ら
ん
に
、
医
言
は
く
、「
此
病
は
応
に
酥
を
服
す
べ
き
な
り
」
と
。（
爾
の
時
、）
酥
を
乞
ふ
を
得
る
も
、
不
信
家
に
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往
い
て
索
む
る
を
得
ざ
れ
。
何
を
以
て
の
故
に
、
索
む
る
時
比
丘
を
譏
る
ら
く
、「
但
、
美
味
を
貪
ら
ん
と
て
故
に
酥
を
索
む
」
と
。（
中

略
）
応
に
信
心
の
優
婆
塞
家
に
到
り
て
索
む
べ
く
、
得
ん
時
は
当
に
自
ら
籌
量
す
べ
し
。

○
『
十
誦
律
』
＊

「
七
法
中
医
薬
法
第
六
」

（
四
）長
老
舎
利
弗
熱
病
と
な
り
、
薬
師
語
り
て
言
は
く
、
応
に
池
物
を
食
す
べ
し
と
、（
中
略
）
何
等
か
池
物
な
る
、
若
し
は
蓮
根
、
蓮

子
、
菱
茨
、
鶏
頭
子
、
是
の
如
き
種
々
の
池
物
を
喰
ふ
を
聴
す
」
と
。

○
『
四
分
律
』
＊

「
薬

度
の
一
」

爾
の
時
舎
利
弗
風
を
患
ふ
。
医
藕
根
を
食
は
し
む
。（
中
略
）
舎
利
弗
食
し
已
り
て
病
即
ち
除
差
す
る
こ
と
を
得
た
り
。

○
『
根
本
説
一
切
有
部
毘
奈
耶
薬
事
』
＊

具
壽
舎
利
子
は
熱
血
病
に
罹
り
ぬ
（
中
略
）
医
師
報
じ
て
曰
は
く
、「
聖
者
、
蓮
根
の
液
汁
を
与
へ
ら
れ
る
べ
し
、
さ
ら
ば
癒
ゆ
る
を
得

る
」。（
中
略
）
具
壽
舎
利
子
は
医
に
よ
り
て
示
さ
れ
し
如
く
そ
の
液
汁
を
飲
み
た
る
に
病
癒
え
ぬ
。

◇
こ
れ
を
要
約
す
る
と

『
摩
訶
僧
祇
律
』
で
は
熱
病
に
酥
を
処
方
し
、『
十
誦
律
』
で
は
池
物
の
蓮
根
、
蓮
子
、
菱
茨
、
鶏
頭
子
な
ど
を
処
方
し
、『
四
分
律
』

で
も
藕
根
を
処
方
し
、『
根
本
説
一
切
有
部
毘
奈
耶
薬
事
』
で
も
蓮
根
の
液
汁
を
処
方
し
て
お
り
、『
摩
訶
僧
祇
律
』
以
外
は
蓮
根
や
藕
根

な
ど
の
池
物
が
処
方
さ
れ
て
い
る
。

（
二
）『
南
伝
大
蔵
経
』「
大
品
」
に
見
え
る
熱
病

『
南
伝
大
蔵
経
』「
大
品
」
第
六
薬

度＊
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二
〇
ー
一

（
中
略
）
そ
の
時
、
具
壽
舎
利
弗
は
熱
病
に
か
か
れ
り
。
時
に
具
壽
摩
訶
目

連
は
具
壽
舎
利
弗
の
在
る
処
に
至
れ
り
、
至

り
て
具
壽
舎
利
弗
に
言
え
り
、「
舎
利
弗
よ
、
汝
前
に
熱
病
に
罹
り
し
時
は
何
に
よ
り
て
治
せ
る
や
」。「
蓮
ぐ
う
、
蓮
根
に
よ
れ
り
」。
時

に
具
壽
摩
訶
目

連
は
譬
へ
ば
力
士
の
屈
し
た
る
腕
を
伸
ば
し
伸
ば
し
た
る
が
如
く
此
の
如
く
（
速
に
）
祇
樹
林
に
没
し
て
曼
陀
祇
尼
蓮

池
の
岸
に
現
れ
た
り
。

◇
こ
れ
を
要
約
す
る
と

熱
病
（

）（

）
の
処
方
に
、
蓮
藕
（
蓮
の
芽
、

）
と
、
蓮
根
（

）
の
治
療
法
が
挙
げ
ら
れ

て
い
る
。

（
三
）
古
典
医
学
に
見
え
る
熱
病

熱
病
に
つ
い
て
、
古
典
医
学
書
で
は
『
ス
シ
ュ
ル
タ
・
サ
ン
ヒ
タ
ー
』
補
遺
篇
三
十
九
章
「
熱
病
駆
除
法
」（

）
＊

に
具

体
的
な
記
述
が
あ
る
。

◇
こ
れ
を
要
約
す
る
と

熱
（

）
は
体
熱
（

）
の
症
状
の
処
方
は
、
古
典
医
学
の
病
因
論
で
あ
る
三
つ
の
身
体
的
な
要
素
（

）
の
バ
ラ
ン
ス
を

基
礎
と
す
る
体
液
説
理
論
で
は
、
身
体
の
三
つ
の
要
素
の
バ
ラ
ン
ス
が
増
悪
し
て
身
体
の
ピ
ッ
タ
（

、
火
大
）
性
が
増
え
た
状
態
で

あ
る
と
い
う
。
そ
の
た
め
に
身
体
の
熱
を
取
り
除
く
た
め
に
カ
パ
（

、
水
大
）
性
の
要
素
を
も
つ
蓮
根
に
よ
る
治
療
法
が
挙
げ
ら

れ
て
い
る
。

こ
こ
で
以
上
を
総
合
し
て
理
解
す
る
と
、
仏
教
文
献
に
は
病
因
論
と
し
て
の
体
液
説
理
論
は
見
え
な
い
が
、
熱
病
の
処
方
は
古
典
医
学

と
非
常
に
よ
く
一
致
し
て
お
り
、
初
期
の
仏
教
教
団
の
医
療
と
古
典
医
学
書
の
か
か
わ
り
の
深
さ
、
そ
の
源
泉
の
近
さ
が
わ
か
る
。
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一
〇

痔
に
つ
い
て

（
一
）
漢
訳
文
献
に
見
ら
れ
る
痔

○
『
摩
訶
僧
祇
律
』
＊

時
に
比
丘
に
痔
病
の
（
者
）
あ
り
て
医
に
語
げ
て
言
は
く
、「
長
寿
、
能
く
我
が
為
に
刀
治
す
る
や
不

や
」。（
中
略
）
仏
、
比
丘
に
言
は
く
、「
汝
、
云
何
は
刀
を
瘍
つ
て
愛
処
（

、
行
欲
所
、
秘
所
）
を
治
せ
ん
と
せ
し
や
、
今
よ

り
已
後
、
刀
を
以
て
愛
処
を
治
す
る
こ
と
を
聴
さ
ず
」
と
。
愛
処
と
は
、
穀
道
（
大
便
道
即
ち
後
道

な
り
。
秘
部
の
周
囲

二
指
の
間
に
刀
を
禁
ず
る
。）
の
辺
を
離
る
る
こ
と
各
四
指
な
り
。
も
し
癰

・

あ
ら
ん
に
、
小
麦
を
噛
み
た
る
と

と
に
て
上
に

塗
り
て
熟
せ
し
む
る
を
聴
す
。
当
に
同
和
上
・
阿
闍
梨
を
し
て
摘
み
破
ら
し
む
べ
し
。
若
し
余
処
に
癰

・

等
の
諸
病
あ
り
て
、
刀
を

須
い
て
治
せ
ん
に
は
用
ふ
る
を
聴
す
も
、
刀
を
用
ひ
て
愛
処
を
治
せ
ん
に
は
偸
蘭
罪
な
り
。

○
『
十
誦
律
』
＊

「
七
法
中
医
薬
法
第
六
」

一
比
丘
有
り
、
痔
を
病
む
、
薬
師
の
阿
帝
利
瞿
妬
路
と
名
づ
く
る
者
刀
を
以
て
大
行
処
（
肛
門
）
を
割
け
り
、
時
に
祇
垣
の
門
間
の
近

く
露
現
の
処
に
治
し
苦
痛
身
を
切
る
（
中
略
）
仏
言
は
く
悪
口
人
阿
帝
利
瞿
妬
路
は
之
最
大
一
な
り
乃
ち
如
来
を
請
ひ
て
是
の
如
き
処
を

示
す
と
、「
今
よ
り
大
行
処
を
示
語
す
べ
か
ら
ず
、
若
し
示
語
す
れ
ば
罪
を
犯
ず
、
今
よ
り
大
行
処
を
刀
治
す
る
を
聴
す
べ
か
ら
ず
、
若

し
（
刀
）
治
す
れ
ば
偸
蘭
遮
罪
な
り
。

○
『
四
分
律
』
＊

「
薬

度
の
一
」

時
に
六
群
比
丘
三
毛
処
を
剃
る
。（
中
略
）
仏
言
は
く
、「
三
毛
処
を
剃
る
べ
か
ら
ず
」。（
中
略
）
時
に
六
群
比
丘
酥
油
を
以
て
大
便
道
に
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灌
ぐ
。
仏
言
は
く
、「
灌
ぐ
べ
か
ら
ず
」。

○
『
根
本
説
一
切
有
部
毘
奈
耶
薬
事
』
＊

「
四
種
薬
法
」

痔
病
に
二
種
療
法
あ
り
、
一
に
は
呪
を
以
て
し
、
二
に
は
薬
を
以
て
す
。
若
し

芻
に
し
て
病
あ
ら
ん
に
、
応
の
阿
帝
耶
等
の
不
信
の

類
に
於
て
し
て
治
療
せ
し
む
べ
か
ら
ず
。
若
し
治
せ
し
め
ん
に
は
越
法
罪
を
得
ん
」。

◇
こ
れ
を
要
約
す
る
と

『
摩
訶
僧
祇
律
』
で
は
痔
病
に
は
、
癰

・

等
な
ど
の
諸
病
で
は
手
術
を
許
す
が
、
刀
を
須
刀
で
大
便
道
の
手
術
は
禁
じ
て
い
る
。

『
十
誦
律
』
で
は
や
は
り
肛
門
の
手
術
を
禁
じ
て
い
る
。『
四
分
律
』
は
三
毛
処
を
剃
る
こ
と
も
、
酥
油
の
灌
腸
も
禁
じ
て
い
る
。『
根
本

説
一
切
有
部
毘
奈
耶
薬
事
』
で
は
痔
の
治
療
に
呪
と
、
薬
の
二
種
を
挙
げ
て
い
る
。

（
二
）『
南
伝
大
蔵
経
』「
大
品
」
に
見
ら
れ
る
痔
疾

『
南
伝
大
蔵
経
』「
大
品
」
第
六
薬

度＊

二
二
ー
一
（
中
略
）
そ
の
時
、
一
人
の
比
丘
あ
り
、
痔
を
病
め
り
。
医
師
ア
ー
カ
ー
サ
ッ
ゴ
タ
は
刀
を
用
ひ
た
り
。（
中
略
）

二
二
ー
二

医
師
ア
ー
カ
ー
サ
ッ
ゴ
タ
は
世
尊
の
遠
く
よ
り
来
た
り
た
ま
ふ
を
見
た
り
、
見
て
世
尊
に
白
し
て
言
へ
り
、「
瞿
雲
よ
、
来

た
り
て
此
比
丘
の
大
便
道
を
見
よ
、
猶
し
大
蜥
蜴
の
口
の
如
し
」（
中
略
）

二
二
ー
三

仏
世
尊
は
呵
嘖
し
た
ま
へ
り
。「
比
丘
等
よ
、
彼
愚
人
の
（
所
為
）
は
相
合
な
ら
ず
、
随
順
な
ら
す
、
相
に
な
ら
ず
、
沙
門

の
法
に
非
ず
、
相
応
な
ら
ず
、
非
事
な
り
。
比
丘
等
よ
、
如
何
ぞ
彼
愚
人
は
密
処
に
刀
を
用
ひ
し
む
る
や
。
比
丘
等
よ
、
密
処
に
あ
り
て

は
皮
膚
柔
軟
に
し
て
傷
治
し
難
く
刀
を
用
ひ
難
し
。
・
・
・
」（
中
略
）

二
二
ー
四

そ
の
時
、
世
尊
、
刀
法
を
禁
じ
た
ま
へ
る
を
以
て
六
群
比
丘
は
潅
腸
を
行
は
し
め
た
り
。（
中
略
）「
比
丘
等
よ
、
密
処
の
周
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二
指
の
処
の
刀
法
若
し
く
は
潅
腸
を
行
は
し
む
べ
か
ら
ず
、
・
・
・

◇
こ
れ
を
要
約
す
る
と

痔
（

）
の
処
方
と
し
て
、
刀
の
切
開
（

）
を
許
し
た
が
、
そ
の
傷
口
が
大
蜥
蜴
（

）
の
よ
う

で
あ
っ
た
の
で
、
世
尊
は
隠
れ
た
密
処
の
皮
膚
は
柔
軟
で
あ
る
た
め
に
、
刀
の
傷
は
治
り
に
く
い
と
い
う
理
由
で
反
対
し
た
。
ま
た
切
開

手
術
の
代
わ
り
に
、
六
人
の
比
丘
た
ち
に
は
潅
腸
（

）
を
許
し
た
。
た
だ
し
密
処
の
周
囲
指
二
本
分
の
幅
は
、
刀
法
も
、

潅
腸
も
禁
じ
た
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。

（
三
）
古
典
医
学
書
に
見
え
る
痔
疾

痔
疾
の
処
方
に
つ
い
て
、
古
典
医
学
書
の
『
ス
シ
ュ
ル
タ
・
サ
ン
ヒ
タ
ー
』
に
は
、
第
二
篇
第
四
章
「
痔
疾
の
病
理
」（

）
と
第
四
篇
治
療
篇
第
八
章
「
痔
瘻
治
療
法
」（

）
＊

の
二
つ
の
章
に
痔
病
の
原
因
と
治
療
法
が
記
述
さ
れ

て
い
る
。

ま
た
第
四
篇
治
療
篇
第
九
章
「
皮
膚
病
治
療
法
」（

）
＊

に
は
、
二
種
の
傷
の
治
療
法
の
中
に
痔
疾
が
記
述
さ
れ
て
い

る
。

◇
こ
れ
を
要
約
す
る
と

痔
（

）
は
出
き
も
の
（

）
が
化
膿
し
た
も
の
で
あ
る
と
定
義
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
外
科
的
な
手
術
が
治
療
の

中
心
で
あ
り
、
ま
た
火
（

）
や
、
腐
蝕
製
剤
（

）
に
よ
る
焼
灼
と
腐
蝕
を
処
方
し
て
い
る
。
ま
た
手
術
後
の
開
放
し
た
傷
に

は
種
々
の
薬
を
混
ぜ
た
胡
麻
油
が
処
方
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
二
種
の
傷
（

）
の
処
方
は
、
そ
の
ま
ま
痔
瘻
に
も
適
応
さ
れ
て
お
り
、
灌
腸
、
切
開
手
術
、
腐
蝕
製
剤
の
使
用
、
瀉
血

な
ど
の
治
療
法
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
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こ
こ
で
総
合
的
に
理
解
す
る
と
、
仏
教
文
献
に
見
ら
れ
た
も
の
は
ほ
と
ん
ど
古
典
医
学
書
の
中
に
散
見
で
き
る
。
し
か
し
、
手
術
は
集

団
生
活
を
す
る
上
で
は
不
都
合
な
処
方
で
あ
り
、
秘
所
を
他
者
に
見
せ
る
こ
と
が
強
く
戒
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

そ
う
で
あ
っ
て
も
仏
教
文
献
の
中
に
そ
の
記
述
が
見
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
禁
止
さ
れ
る
以
前
の
初
期
教
団
の
中
で
痔
疾
に
対
す
る

手
術
な
ど
の
民
間
の
伝
承
医
術
は
行
わ
れ
て
お
り
、
そ
れ
が
古
典
医
学
書
へ
と
受
け
継
が
れ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

◆
エ
ピ
ロ
ー
グ

律
蔵
経
典
群
の
中
に
見
ら
れ
る
疾
病
誌
を
眺
め
て
く
る
と
、
イ
ン
ド
の
初
期
仏
教
教
団
が
民
間
の
伝
承
医
術
を
取
り
入
れ
る
背
景
に

は
、
仏
典
に
見
ら
れ
た
よ
う
に
「
比
丘
た
ち
が
秋
時
の
病
気
に
な
り
。
粥
を
飲
ん
で
も
吐
い
て
し
ま
い
。
食
事
を
食
し
て
も
吐
い
て
し
ま

い
。
彼
ら
は
痩
せ
、
麁
醜
と
な
り
、
色
悪
く
、
次
第
に
黄
ば
み
浮
腫
ん
で
し
ま
っ
た
。」
た
め
に
、
釈
尊
は
五
種
の
基
本
薬
を
許
し
、
ま

た
そ
の
都
度
に
応
じ
て
七
種
の
追
加
薬
を
許
可
し
、
そ
の
時
代
の
民
間
の
伝
承
医
術
の
知
識
に
従
い
、
四
大
理
論
に
支
え
ら
れ
た
病
因
論

を
理
解
し
、
薬
効
食
の
規
定
を
律
藏
の
中
に
取
り
入
れ
て
来
た
事
実
が
指
摘
で
き
る
。
＊

そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
仏
教
教
団
の
古
代
イ
ン
ド
の
伝
承
医
術
の
受
容
は
、
耆
婆
を
始
め
と
す
る
仏
教
教
団
の
主
治
医
た
ち
の
指
導
を

受
け
な
が
ら
も
、
釈
尊
が
仏
教
教
団
と
し
て
相
応
し
い
医
術
の
あ
り
方
へ
と
、
必
要
に
応
じ
て
形
を
変
え
な
が
ら
受
容
し
て
い
る
。

そ
の
受
容
の
姿
勢
と
し
て
『
摩
訶
僧
祇
律
』
に
は
、
次
の
よ
う
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。

『
仏
、
拘

彌
に
住
し
た
ま
い
き
。
爾
時
、
闡
陀
母
比
丘
尼
は
善
く
治
病
を
知
っ
て
、
根
薬
・
葉
薬
・
果
薬
を
持
し
て
王
家
・
大
臣
家
・

居
士
家
に
入
り
、
諸
の
母
人
の
胎
病
・
眼
病
・
吐
下
を
治
し
、
咽
を
熏
じ
、
鼻
を
灌
ぎ
、
針
刀
を
用
い
、
然
し
て
後
に
此
の
諸
薬
を
持
し

て
之
に
塗
り
、
病
を
治
す
る
に
由
り
て
の
故
に
大
い
に
供
養
を
得
た
る
に
、
諸
比
丘
尼
呵
し
て
言
は
く
、「
此
れ
出
家
の
法
に
非
じ
、
此

は
是
れ
医
師
な
ら
く
の
み
」。（
中
略
）
仏
言
わ
く
「
此
は
是
れ
悪
事
な
り
、
今
日
よ
り
後
、
医
師
と
作
り
て
活
命
す
る
を
赦
さ
ず
。」（
中

略
）
已
に
聞
け
る
者
も
当
に
重
ね
て
聞
く
べ
し
、「
若
し
比
丘
尼
医
師
と
作
り
て
活
命
せ
ん
に
波
夜
提
な
り
」
と
』。
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『
比
丘
尼
」
と
は
、
上
に
説
け
る
が
如
し
。「
医
」
と
は
、
根
薬
・
葉
薬
・
果
薬
を
持
し
て
病
を
治
す
る
な
り
。
復
、
医
あ
り
、
呪

毒
・
呪
陀
・
・
・
・
・
乃
至
、
呪
火
・
呪
星
・
宿
日
月
な
り
。
此
を
以
て
活
命
す
る
こ
と
、
闡
陀
母
の
如
き
は
波
夜
提
な
り
。「
波
夜

提
」
と
は
上
に
説
け
る
が
如
し
。
比
丘
尼
、
医
師
と
作
り
て
活
命
す
る
を
得
ず
。
若
し
病
者
あ
ら
ん
に
、
治
法
を
教
語
す
る
を
得
ん
。
比

丘
、
医
師
と
作
り
て
活
命
せ
ん
に
は
越
毘
尼
罪
な
り
。
是
故
に
世
尊
は
説
き
た
ま
へ
り
。』
＊

こ
れ
は
闡
陀
母
比
丘
尼
が
医
師
の
よ
う
に
よ
く
病
気
を
治
し
、
王
家
・
大
臣
家
・
居
士
家
か
ら
莫
大
な
供
養
を
受
け
て
い
る
こ
と
に
対

し
て
、
釈
尊
は
無
闇
に
病
気
を
治
す
（
活
命
）
こ
と
を
禁
ず
る
記
述
で
あ
る
。
と
く
に
「
若
し
比
丘
尼
、
医
師
と
作
り
て
活
命
せ
ん
に
波

夜
提
な
り
。」
と
、「
比
丘
、
医
師
と
作
り
て
活
命
せ
ん
に
は
越
毘
尼
罪
な
り
。」
と
い
い
、
出
家
者
が
医
師
の
よ
う
な
医
療
行
為
を
行
っ

た
場
合
に
、
比
丘
尼
は
波
夜
提
（
波
逸
提
、

）
の
罪
、
比
丘
は
越
毘
尼
罪
（
五
衆
罪
の
一
で
突
吉
羅﹇

﹈の
罪
）
に
相

当
す
る
と
い
う
。
こ
れ
ら
は
共
に
軽
い
罪
で
懺
悔
す
れ
ば
減
罪
す
る
が
、
懺
悔
し
な
け
れ
ば
悪
趣
へ
と
堕
ち
る
諸
過
で
あ
る
と
い
い
、
ま

た
こ
の
罪
は
善
い
行
い
を
障
礙
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
＊

つ
ま
り
、
出
家
者
の
目
的
は
ま
ず
自
ら
が
生
死
の
輪
廻
を
越
え
、
自
ら
実
践
し
た
そ
の
教
え
を
世
間
へ
と
伝
え
広
め
る
こ
と
に
あ
る

り
、
医
師
の
よ
う
に
活
命
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
治
療
法
は
、
出
家
の
法
で
は
な
い
と
い
う
。
ま
た
若
し
そ
こ
に
病
人
が
あ
る
な
ら

ば
、
そ
の
治
療
方
法
を
指
導
す
る
こ
と
は
罪
に
な
ら
な
い
と
い
う
。

こ
の
よ
う
に
釈
尊
が
仏
教
教
団
と
し
て
、
医
療
の
相
応
し
い
あ
り
方
を
模
索
し
な
が
ら
、
受
容
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
、

そ
れ
ら
が
律
蔵
経
典
群
に
見
ら
れ
る
医
学
的
な
知
識
で
あ
り
、
こ
の
成
文
化
さ
れ
た
医
学
的
知
識
こ
そ
が
後
の
古
典
医
学
書
の
モ
デ
ル
と

な
っ
た
ば
か
り
で
は
な
く
、
仏
教
僧
院
の
あ
り
方
や
、
医
学
の
制
度
化
に
著
し
い
役
割
を
果
た
し
た
と
い
え
る
。

ま
た
、
仏
教
教
団
の
治
療
者
た
ち
の
癒
し
の
手
が
、
教
団
の
僧
院
内
か
ら
一
般
庶
民
へ
と
及
ぶ
に
従
い
、
僧
院
に
は
死
を
看
取
る
場

（
ホ
ス
ピ
ス
）
や
施
療
院
が
設
け
ら
れ
、
仏
教
の
人
気
は
高
ま
り
在
俗
者
に
よ
る
教
団
の
維
持
も
確
保
さ
れ
る
。
そ
う
し
て
ナ
ー
ラ
ン
ダ

僧
院
の
よ
う
な
主
だ
っ
た
僧
院
学
校
で
、
医
方
明
（

）
と
し
て
『
八
科
精
髄
集
』
な
ど
の
医
学
テ
キ
ス
ト
が
カ
リ
キ
ュ
ラ
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ム
の
一
部
に
な
る
と
、
そ
れ
は
も
う
伝
承
医
術
と
い
う
立
場
か
ら
、
科
学
や
学
問
と
い
う
立
場
を
獲
得
す
る
に
い
た
っ
た
と
い
え
る
。

イ
ン
ド
で
も
、
ほ
か
の
ア
ジ
ア
地
域
に
お
い
て
も
、
仏
教
は
そ
の
歩
み
を
通
じ
て
、
癒
し
の
治
療
術
と
密
接
な
関
係
を
保
ち
、
医
療
と

宗
教
の
実
り
あ
る
混
交
の
規
範
と
な
り
、
今
日
で
も
南
ア
ジ
ア
、
東
南
ア
ジ
ア
の
仏
教
国
の
僧
た
ち
は
、
い
ろ
い
ろ
な
病
気
の
患
者
を
治

療
し
、
僧
院
の
構
内
に
施
療
院
を
設
け
て
い
る
と
こ
ろ
も
少
な
く
な
い
。

い
ま
宗
教
の
あ
り
方
が
問
わ
れ
て
い
る
中
で
、
宗
教
と
し
て
の
仏
教
が
ど
の
様
な
社
会
的
機
能
を
果
た
し
な
が
ら
形
成
さ
れ
て
き
た
か

を
理
解
す
る
こ
と
で
、
現
代
の
仏
教
者
が
取
り
戻
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
現
実
社
会
に
対
す
る
教
化
活
動
の
実
際
が
見
え
て
く
る
よ
う
に

思
え
る
。
こ
れ
は
正
し
く
仏
教
者
が
自
ら
が
、
信
仰
に
支
え
ら
れ
た
自
身
の
信
行
生
活
を
実
践
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
観
念
的
な
存
在
で

は
な
く
、
自
分
自
身
の
身
体
性
を
獲
得
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
道
で
あ
る
と
い
え
る
。

註
＊
１

『
現
代
宗
教
研
究
』
三
十
二
号

一
九
九
七
年

所
収
「
天
台
大
師
の
治
病
法
、
二
つ
の
基
礎
概
念
に
つ
い
て
」
日
蓮
宗
現
代
宗
教
研
究
所
刊

、
同

第
三
十
三
号

一
九
九
八
年

所
収
「
天
台
止
観
に
見
ら
れ
る
イ
ン
ド
仏
教
医
学
」

＊
２

『
チ
ャ
ラ
カ
・
サ
ン
ヒ
タ
ー
』
矢
野
道
夫
訳
世
界
の
名
著
『
イ
ン
ド
医
学
概
論
』
二
三
四
頁
朝
日
出
版
社
一
九
八
八
年
以
下
『
チ
ャ
ラ
カ
・
サ
ン
ヒ

タ
ー
』
と
略
称
、

『
ス
シ
ュ
ル
タ
・
サ
ン
ヒ
タ
ー
』
大
地
原
誠
玄
訳
『
ス
シ
ュ
ル
タ
本
集
』
一
ー
二
頁
ア
ー
ユ
ル
・
ヴ
ェ
ー
ダ
研
究
会
刊
一
九
七
一

年
以
下
『
ス
シ
ュ
ル
タ
・
サ
ン
ヒ
タ
ー
』
と
略
称

＊
３

『
国
訳
一
切
経
』
史
伝
部
十
六
下

六
一
頁

六
二
頁
主
旨

＊
４

、

＊
５

仏
教
文
献
は
律
蔵
経
典
群
の
六
種
を
挙
げ
て
い
る
が
、「
部
」
と
は
「
宗
派
」
の
意
味
で
あ
り
、
六
つ
の
中
で

曇
無
徳
部
「

」、

沙

弥
塞
部
「

」、

根
本
説
一
切
有
部
「

」
は

説
一
切
有
部
「

」
の
部
派
で
あ
る
た
め
、

は

の

説
一
切
有
部
『
十
誦
律
』
巻
二
十
六
「
医
薬
法
」
の
派
生
、
展
開
で
あ
る
と
い
え
、
こ
こ
で
は
文
献
上

『
摩
訶
僧
祇
律
』、

『
十
誦
律
』、

『
四
分
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律
』
を
中
心
に
据
え
考
察
し
、
さ
ら
に

『
根
本
説
一
切
有
部
毘
奈
耶
薬
事
』、

『
南
伝
大
蔵
経
』「
大
品
」
な
ど
は
、
そ
の
全
体
の
文
脈
を
理
解
す
る
参

考
と
し
な
が
ら
考
察
を
進
め
た
い
。

＊
６

『
国
訳
一
切
経
』
律
部

八

三
三
三
頁

＊
７

同

律
部

五

三
三
頁

＊
８

同

律
部

四

一
二
七
一
頁

＊
９

同

律
部
二
〇

五
六
〇
頁

＊

『
南
伝
大
蔵
経
』
第
十
五
巻

相
応
部
経
典

六
処
篇

第
二
受
相
応
百
八
理
品
三
五
五
頁

三
五
六
頁

＊

『
チ
ャ
ラ
カ
・
サ
ン
ヒ
タ
ー
』

一
三
七
頁

＊

『
ス
シ
ュ
ル
タ
・
サ
ン
ヒ
タ
ー
』
一
ー
六
頁

＊

同

一
ー
七
頁

＊

『
国
訳
一
切
経
』
律
部
一
〇

九
七
一
頁

＊

同

律
部

六

五
八
八
頁

＊

同

律
部

三

九
六
三
頁

＊

同

律
部

三

九
九
五
頁

＊

同

律
部
二
三

四

五
頁

＊

『
南
伝
大
蔵
経
』
第
三
巻

三
五
八
頁

三
五
九
頁

＊

同

第
三
巻

三
六
三
頁

＊

『
チ
ャ
ラ
カ
・
サ
ン
ヒ
タ
ー
』

一
三
九
頁

一
四
〇
頁

＊

同

二
六
頁

＊

『
ス
シ
ュ
ル
タ
・
サ
ン
ヒ
タ
ー
』
第
二
篇

病
理
篇

一
三
ー
七
四
頁

＊

同

第
四
篇

治
療
篇

二
一
ー
二

＊

『
チ
ャ
ラ
カ
・
サ
ン
ヒ
タ
ー
』
七
四
頁

八
三
頁

同
二
二
〇
頁

二
二
五
頁
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＊

『
ス
シ
ュ
ル
タ
・
サ
ン
ヒ
タ
ー
』
第
二
篇
病
理
篇

九

五
一
頁

一
〇
ー
五
六
頁

同

第
四
篇
治
療
篇

一
ー
一
頁

二
ー
二
六
頁

同

第
四
篇
治
療
篇

一
六
ー
一
七
八
頁

一
七
ー
一
八
五
頁

＊

『
国
訳
一
切
経
』
律
部
一
〇

九
八
七
頁

＊

同

律
部

六

五
八
八
頁

＊

同

律
部

三

九
六
六
頁

＊

同

律
部
二
三

六
頁

七
頁

＊

『
南
伝
大
蔵
経
』
第
三
巻

三
五
九
頁

＊

『
ス
シ
ュ
ル
タ
・
サ
ン
ヒ
タ
ー
』
補
遺
篇

特
殊
外
科
学

六
〇
ー
三
九
頁

四
七
頁

＊＊

『
国
訳
一
切
経
』
律
部
一
〇

九
九
〇
頁

九
九
一
頁

＊

同

律
部

六

五
八
七
頁

五
八
八
頁

＊

同

律
部

三

九
六
四
頁

＊

同

律
部
二
三

五
頁

六
頁

＊

『
南
伝
大
蔵
経
』
第
三
巻

三
五
九
頁

＊

『
チ
ャ
ラ
カ
・
サ
ン
ヒ
タ
ー
』
四
〇
頁

＊

『
ス
シ
ュ
ル
タ
・
サ
ン
ヒ
タ
ー
』
補
遺
篇
一
八
ー
七
二
頁

一
九
ー
七
八
頁

同

補
遺
篇
一
九
ー
八
七
頁

二
〇
ー
九
〇
頁

＊

『
国
訳
一
切
経
』

律
部
一
〇

九
九
四
頁

＊

同

律
部

六

八
七
五
頁

八
七
六
頁

＊

同

律
部

三

九
八
四
頁
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＊

同

律
部

三

九
八
五
頁

九
九
五
頁

＊

同

律
部
一
九

八
一
頁

＊

『
南
伝
大
蔵
経
』
第
三
巻

三
六
一
頁

＊

『
チ
ャ
ラ
カ
・
サ
ン
ヒ
タ
ー
』
一
一
六
頁

一
一
八
頁

同

一
三
二
頁

一
三
三
頁

『
ス
シ
ュ
ル
タ
・
サ
ン
ヒ
タ
ー
』
補
遺
篇
二
五
ー
一
一
四
頁

二
六
ー
一
二
四
頁

＊

『
国
訳
一
切
経
』
律
部

九

五
〇
六
頁

＊

同

律
部
一
一
一
一
九
三
頁

＊

同

律
部

六

五
九
〇
頁

＊

『
国
訳
一
切
経
』
律
部

六

八
八
三
頁

八
八
四
頁

＊

同

律
部

三

九
八
五
頁

九
八
六
頁

＊

同

律
部
二
三

二
頁

＊

『
南
伝
大
蔵
経
』
第
三
巻

三
六
二
頁

＊

同

第
三
巻

三
六
三
頁

＊

同

第
三
巻

三
六
三
頁

＊

『
チ
ャ
ラ
カ
・
サ
ン
ヒ
タ
ー
』
一
三
八
頁

一
三
九
頁

二
八
八
頁

二
九
〇
頁
巻
末
の（
二
）病
素
ご
と
の
病
名
分
類

＊

『
ス
シ
ュ
ル
タ
・
サ
ン
ヒ
タ
ー
』
第
一
篇

総
説
篇

一
ー
七
頁

九
頁

同

第
一
篇

総
説
篇

三
三
ー
二
一
一
頁

同

第
四
篇

治
療
篇

四
ー
五
一

六
〇
頁

＊

『
チ
ャ
ラ
カ
・
サ
ン
ヒ
タ
ー
』
九
八
頁

一
〇
四
頁

＊

『
ス
シ
ュ
ル
タ
・
サ
ン
ヒ
タ
ー
』

第
四
篇

治
療
篇

三
二
ー
九
五
頁

三
三
ー
一
〇
〇
頁
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＊

『
チ
ャ
ラ
カ
・
サ
ン
ヒ
タ
ー
』
一
三
八
頁

一
三
九
頁

二
八
八
頁

二
九
〇
頁
巻
末
の（
）病
素
ご
と
の
病
名
分
類

『
ス
シ
ュ
ル
タ
・
サ
ン
ヒ
タ
ー
』

第
三
篇

身
体
篇

六
ー
一
五
三
頁

七
ー
一
六
八
頁

同

第
四
篇

治
療
篇

五
ー
六
〇
頁

六
ー
八
〇
頁

＊

『
ス
シ
ュ
ル
タ
・
サ
ン
ヒ
タ
ー
』

第
一
篇

総
説
篇

一
三
ー
七
二
頁

一
五
ー
八
九
頁

＊

『
国
訳
一
切
経
』
律
部

六

九
一
四
頁

＊

同

律
部

三

九
八
五
頁

＊

同

律
部
二
〇

八
一
頁

＊

『
南
伝
大
蔵
経
』
第
三
巻

三
六
三
頁

＊

同

第
三
巻

三
三
三
頁

＊

『
チ
ャ
ラ
カ
・
サ
ン
ヒ
タ
ー
』

四
五
頁

四
六
頁

『
ス
シ
ュ
ル
タ
・
サ
ン
ヒ
タ
ー
』
第
二
篇

病
理
篇

一
三
ー
七
一
頁

一
四
ー
八
〇
頁

同

第
四
篇

治
療
篇

二
〇
ー
二
二
〇
頁

二
三
〇
頁

＊

『
国
訳
一
切
経
』
律
部

六

九
五
八
頁

＊

同

律
部

三

九
七
四
頁

九
七
五
頁

＊

同

律
部
二
三

四
〇
二
頁

四
〇
三
頁

＊

『
南
伝
大
蔵
経
』
第
三
巻

三
六
三
頁

三
六
四
頁

＊

『
南
伝
大
蔵
経
』
第
二
巻

二
六
三
頁

＊

『
ス
シ
ュ
ル
タ
・
サ
ン
ヒ
タ
ー
』
第
五
篇

毒
物
篇

五
ー
二
三
五
頁

六
ー
二
四
九
頁

＊

『
ス
シ
ュ
ル
タ
・
サ
ン
ヒ
タ
ー
』
第
五
篇

毒
物
篇

第
三
章
三
ー
二
一
七
頁

四
ー
二
二
五

第
四
章

四
ー
二
二
五

五
ー
二
三
五
頁

＊

『
国
訳
一
切
経
』
律
部
一
〇

八
七
六
頁



─ ─

＊

同

律
部

六

五
九
〇
頁

＊

同

律
部

三

九
七
三
頁

＊

同

律
部

三

九
七
五
頁

＊

同

律
部
二
三

九
頁

＊

『
南
伝
大
蔵
経
』
第
三
巻

三
六
四
頁

＊

『
ス
シ
ュ
ル
タ
・
サ
ン
ヒ
タ
ー
』
補
遺
篇
第
四
十
四
章

四
四
ー
一
三
〇
頁

四
五
ー
一
三
七
頁

＊

『
国
訳
一
切
経
』
律
部

九

五
〇
六
頁

＊

同

律
部

六

六
〇
八
頁

＊

同

律
部

三

九
六
四
頁

九
六
五
頁

＊

同

律
部
二
三

三
六
六
頁

＊

『
南
伝
大
蔵
経
』
第
三
巻

三
七
七
頁

＊

『
ス
シ
ュ
ル
タ
・
サ
ン
ヒ
タ
ー
』
補
遺
篇

三
十
九
章

三
九
ー
二
五
頁

四
〇
ー
六
七
頁

＊

『
国
訳
一
切
経
』
律
部
一
〇

九
九
三
頁

九
九
四
頁

＊

同

律
部

六

五
九
六
頁

＊

同

律
部

三

九
九
六
頁

＊

同

律
部
二
三

二
〇
頁

二
一
頁

＊

『
南
伝
大
蔵
経
』
第
三
巻

三
七
九
頁

＊

『
ス
シ
ュ
ル
タ
・
サ
ン
ヒ
タ
ー
』
第
二
篇
病
理
篇

第
四
章

三
ー
二
四
頁

五
ー
三
〇
頁

第
四
篇
治
療
篇

第
八
章

八
ー
一
〇
四
頁

九
ー
一
一
三
頁

＊

同

第
四
篇
治
療
篇

第
九
章

九
ー
一
一
三
頁

一
〇
ー
一
三
二
頁

＊

『
現
代
宗
教
研
究
』
第
三
十
四
号

一
九
九
九
年
所
収
「
律
蔵
経
典
群
に
見
ら
れ
る
仏
教
医
学
に
つ
い
て
」
二
一
九
頁

二
二
〇
頁

＊

『
国
訳
一
切
経
』
律
部
一
一

一
一
五
三
頁

一
一
五
四
頁



─ ─

＊

『
望
月
仏
教
大
辞
典
』
三
九
二
七
頁

三
九
二
八
頁
、
四
一
七
八
頁

※
本
稿
は
第
五
三
回
日
蓮
宗
教
学
発
表
大
会
で
発
表
し
た
原
稿
を
加
筆
、
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。


